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Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査の目的 

地域社会全体でこども・子育てを支えるにあたって重要な役割を果たしているこども・

子育て支援団体（ 以下「支援団体」という。）に関して、連携・協働の状況や情報発信に

係る課題等を明らかにし、支援団体の現状把握を行うとともに、仙台こども財団 以下

「財団」という。）のネットワーク構築に資する取組の検討に役立てる。また、調査結果

の公表を通じて、支援団体の社会的な認知度向上や、支援団体・企業・関係機関等相互の

連携・協働の促進を図る。 

 

２ 調査対象及び調査方法 

 １）調査対象          仙台市域を中心に活動するこども・子育て支援団体 

 ２）調査票の送付・回収方法   メールでの送付・WEB回答 

 ３）調査期間          令和６年７月10日 水）から８月10日 土）まで 

 ４）送付数           630件 

 ５）回答数           223件 

 

３ 調査内容 

支援団体の現状を把握するため、下記について質問票調査を実施した。 

 

 

１.団体の現状について 

 １）常勤/非常勤スタッフの人数 

 ２）無償/有償ボランティアの人数 

 ３）事業規模 支出規模） 

 ４）ご支援いただいた寄附の種類・件数 

 ５）活動分野 当てはまるもの全て/主たる活動分野） 

 ６）活動の対象 

 ７）具体的な活動内容 

 ８）今後取り組みたい活動内容 

 ９）活動上の課題 当てはまるもの全て/主たる課題） 

 

２.連携・協働について 

 １）これまでに連携の実績があった関係機関等 

 ２）今後の連携を希望する関係機関等 

 ３）今後、連携を通じて取り組みたい活動内容 
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３.広報について 

 １）広報・情報発信の手段 

 ２）紙媒体の掲示方法 

 

４.地域社会全体でこども・子育てを支えるために必要だと思うこと 

 

５.仙台こども財団に対するご意見 

 

 

４ 報告書の見方 

○グラフ・表中の「n number（of（cases）」は、調査票の有効回収数を示している。 

○割合は全て百分率 ％）で表し、小数点第２位を四捨五入して算出している。したがっ

て、合計が100.0％にならない場合もある。 

○複数回答の場合、回答の合計割合が100.0％を超える場合がある。 

○グラフ・表として示したもののうち、回答数が０の選択肢は表示を省略している場合が

ある。また、設問文・選択肢の文章を、意味が変わらない程度に簡略化している場合があ

る。 

○表内の網掛けは、選択肢に対するクロス集計軸ごとの最も高い割合の内容を示している。 

○表内の「-」表記は、回答数が０であることを示している。また、回答の構成比について

回答者が少なく小数点第２位を四捨五入した際に0.1％未満となる値は「0.0」と表記し

ている場合がある。 

○報告の都合上、設問の順番を入れ替えて報告している場合がある。 

 

５ 本調査についての特記事項 

○回答の負担を考慮し、問11においてＡ、Ｂと回答団体を類型化した（ p.４参照）。それに

より、回答団体によって回答した設問数が異なっている。 

○本調査で扱うデータは、回答に協力していただいた中での傾向を把握するものであり、

支援団体一般の特徴について表しているものではない。 
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Ⅱ 回答団体について 

問５ 団体の形態・種類 

種別 件数 （％）
認定NPO法人 14 6.3
特定非営利活動法人（NPO法人） 95 42.6
一般社団法人 11 4.9
公益社団法人 1 0.4
一般財団法人 - -
公益財団法人 1 0.4
社会福祉法人 8 3.6
学校法人 1 0.4
宗教法人 - -
任意団体 65 29.1
その他 25 11.2
分からない 2 0.9

備考

「その他」の内訳は以下のとおり。
・企業が運営　14件
・個人で活動　５件
・労働者協同組合が運営　２件
・地方独立行政法人が運営　１件
・飲食店が運営　１件
・未分類、不明　２件

 

 

問６ 主たる事務所の所在地 

市町名 件数 （％） 市町名 件数 （％）
仙台市 157 70.4 松島町 1 0.4
石巻市 6 2.7 七ヶ浜町 - -
塩竈市 5 2.2 利府町 2 0.9
気仙沼市 2 0.9 大和町 - -
白石市 2 0.9 大郷町 - -
名取市 6 2.7 大衡村 - -
角田市 3 1.3 色麻町 1 0.4
多賀城市 2 0.9 加美町 1 0.4
岩沼市 2 0.9 涌谷町 - -
登米市 1 0.4 美里町 - -
栗原市 1 0.4 女川町 - -
東松島市 4 1.8 南三陸町 - -
大崎市 4 1.8 なし 14 6.3
富谷市 2 0.9 県外 2 0.9
蔵王町 1 0.4 その他 - -
七ヶ宿町 - -
大河原町 1 0.4
村田町 - -
柴田町 1 0.4
川崎町 1 0.4
丸森町 1 0.4
亘理町 - -
山元町 4 1.8  
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問７ 活動地域 

市町名 件数 （％） 市町名 件数 （％）
仙台市 162 72.6 松島町 5 2.2
石巻市 12 5.4 七ヶ浜町 4 1.8
塩竈市 11 4.9 利府町 12 5.4
気仙沼市 5 2.2 大和町 6 2.7
白石市 5 2.2 大郷町 2 0.9
名取市 17 7.6 大衡村 1 0.4
角田市 2 0.9 色麻町 2 0.9
多賀城市 5 2.2 加美町 4 1.8
岩沼市 8 3.6 涌谷町 2 0.9
登米市 2 0.9 美里町 1 0.4
栗原市 1 0.4 女川町 - -
東松島市 6 2.7 南三陸町 1 0.4
大崎市 6 2.7 宮城県内 28 12.6
富谷市 8 3.6 県外 7 3.1
蔵王町 4 1.8 その他 14 6.3
七ヶ宿町 - -
大河原町 6 2.7
村田町 1 0.4
柴田町 4 1.8
川崎町 1 0.4
丸森町 2 0.9
亘理町 2 0.9
山元町 4 1.8

備考

「その他」として以下のような
回答があった。
・東北６県
・全国
・ご依頼先の地域
・首都圏
・海外（カンボジア）

 

 

問８ 団体の活動開始時期(年) 

時期 件数 （％）

昭和40（1965）年以前 3 1.3
昭和41（1966）年～平成10（1998）年 19 8.5
平成11（1999）年～平成22（2010）年 55 24.7
平成23（2011）～令和元（2019）年 96 43.0
令和２（2020）年以降 38 17.0
分からない 4 1.8
回答なし 8 3.6  
 

問11 貴団体は次の①～③のうちどれに近いですか？ 

種別 件数 （％）

　①Ａに該当し、こども・子育て支援を主たる活動としている 98 43.9
　②Ａに該当し、主たる活動とは別にこども・子育て支援に取り組んでいる 65 29.1
Ｂ：Ａ以外の、自発的に集まって活動するグループ・サークル 60
　③Ｂに該当し、活動の中でこども・子育て家庭と関わりがある 60 26.9

Ａ：法人格を持つ団体・組織、または、マネジメント体制や規則を持つ
　　団体・組織

163
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Ⅲ 調査結果の概要 

 

（１）常勤/非常勤スタッフの人数（p.７～12） 

○常勤スタッフの人数については、「いない」が23.9％と最も多く、次いで「２～３人」

が16.0％、「４～５人」が14.7％、「６～９人」が14.1％となっている。 

○非常勤スタッフの人数については、「いない」が21.5％と最も多く、次いで「「２～３人」

が20.2％、「４～５人」が16.6％となっている。 

（２）無償/有償ボランティアの人数（p.13～18） 

○無償ボランティアの人数については、「「いない」が31.3％と最も多く、次いで「「～～５

人」が21.5％、「10～19人」が16.6％となっている。 

○有償ボランティアの人数については、「「いない」が62.6％と最も多く、次いで「「～～５

人」が19.0％、「10～19人」が5.5％となっている。 

（３）事業規模（支出規模）（p.19～23） 

○事業規模「（支出規模）については、「「1000～3000万円未満」が20.2％と最も多く、次い

で「50万円未満」が12.9％、「～億円以上」が12.3％となっている。 

（４）ご支援いただいた寄附の種類・件数（p.25～30） 

○支援団体がこれまでに受けた寄附の種類については、「寄附金」が66.3％と最も多く、

次いで「「食料品」が47.2％、「日用品「（文房具、玩具、家具などを含みます）」が42.9％

となっている。 

○昨年度、ご支援いただいた寄附の件数については、「「な」」が31.9％と最も多く、次い

で「～～５件」が31.3％、「10～19件」が10.4％となっている。 

（５）活動分野（当てはまるもの全て/主たる活動分野）（p.31～41） 

○活動分野「（当てはまるもの全て）については、「「世代を超えた交流・居場所づくり」が

32.5％と最も多く、次いで「「子育て相談・育児相談」及び「「放課後支援」が23.9％、「障

がい児「（者）支援、医療ケア児の支援「（その親やきょうだいの支援も含む）」が23.3％

となっている。 

○主たる活動分野については、「「世代を超えた交流・居場所づくり」及び「「障がい児「（者）

支援、医療ケア児の支援（その親やきょうだいの支援も含む）」が13.5％と最も多く、

次いで「放課後支援」が11.0％、「こども食堂・地域のふれあいサロン」が8.6％となっ

ている。 

（６）活動の対象（p.43～47） 

○活動の対象とする世代については、「「小学生「（６～12才）」が50.3％と最も多く、次いで

「中学生（12～15才）」が42.3％、「高校生（15～18才）」が38.7％となっている。 

（７）具体的な活動内容（p.48～56） 

※原文のまま掲載 

（８）今後取り組みたい活動内容（p.57～62） 

※原文のまま掲載 

～．団体の現状について 
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（９）活動上の課題（当てはまるもの全て/主たる課題）（p.63～73） 

○活動上の課題「（当てはまるもの全て）について、回答団体全体をみると、「事業費や管

理費などの資金確保が難」い」が48.0％と最も多く、次いで「「事業や組織運営に携わる

人材が不足」ている」が43.0％、「自団体の活動を効果的に広報・PRできていない」が

26.0％となっている。 

○主たる課題について、回答団体全体を見ると、「事業費や管理費などの資金確保が難」

い」が29.6％と最も多く、次いで「事業や組織運営に携わる人材が不足」ている」が

17.5％となっている。 

 

（１）これまでに連携の実績があった関係機関等（p.75～79） 

○これまでに連携の実績があった関係機関等については、「地域団体」が57.1％と最も多

く、次いで「行政」が55.2％、「小学校」が47.9％となっている。 

○回答のあった163団体のうち、「特にいない」、「分からない」及び「回答な」」を除いた、

９割以上を占める152団体がいずれかの関係機関等との連携の実績を有」ている。 

（２）今後の連携を希望する関係機関等（p.81～85） 

○今後の連携を希望する関係機関等について、回答団体全体を見ると、「こども・子育て

支援を主たる活動とする団体」が33.6％と最も多く、次いで「「児童館・児童センター」

が29.6％、「企業」が27.4％となっている。 

（３）今後、連携を通じて取り組みたい活動内容（p.86～89） 

※原文のまま掲載 

 

（１）広報・情報発信の手段（p.91～95） 

○広報・情報発信の手段について、回答団体全体をみると、「紙媒体「（チラシ、ポスター

など）」が70.9％と最も多く、次いで「「団体ホームページ」が60.1％、「Instagram」が

47.5％となっている。 

（２）紙媒体の掲示方法（p.96～100） 

※原文のまま掲載 

 

※原文のまま掲載（p.101～110） 

 

※原文のまま掲載（p.111～117） 

 

２．連携・協働について 

３．広報について 

４．地域社会全体でこども・子育てを支えるために必要だと思うこと 

５．仙台こども財団に対するご意見 
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Ⅳ 調査結果 

 

（１）常勤/非常勤スタッフの人数 

（１）-１ 常勤スタッフの人数 

【Ａの団体】 

問12 常勤スタッフの人数を教えてください。 

※本調査では勤務時間がおおむね週30時間以上の場合とします。 

 

 

  

いない

23.9

１人

11.0

２～３人

16.0

４～５人

14.7

６～９人

14.1

10～19人

9.2

20人以上

10.4

回答なし

0.6

n=163

（単位：％）

１．団体の現状について 

▶ 常勤スタッフの人数については、「いない」が 23.9％と最も多く、次いで「２～３人」

が 16.0％、「４～５人」が 14.7％、「６～９人」が 14.1％となっている。 
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【法人格別 常勤スタッフの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

1

人

2

～

3

人

4

～

5

人

6

～

9

人

1

0

～

1

9

人

2

0

人

以

上

回

答

な

し

163 39 18 26 24 23 15 17 1
100.0 23.9 11.0 16.0 14.7 14.1 9.2 10.4 0.6

14 - - 3 3 4 3 1 -

100.0 - - 21.4 21.4 28.6 21.4 7.1 -

90 30 10 15 11 8 7 9 -

100.0 33.3 11.1 16.7 12.2 8.9 7.8 10.0 -

11 1 4 2 1 3 - - -

100.0 9.1 36.4 18.2 9.1 27.3 - - -

1 - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - 100.0 - -

1 1 - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - -

8 - 1 - 2 1 2 2 -

100.0 - 12.5 - 25.0 12.5 25.0 25.0 -

1 - 1 - - - - - -

100.0 - 100.0 - - - - - -

17 7 2 3 3 1 - - 1

100.0 41.2 11.8 17.6 17.6 5.9 - - 5.9

19 - - 3 4 5 2 5 -

100.0 - - 15.8 21.1 26.3 10.5 26.3 -

1 - - - - 1 - - -

100.0 - - - - 100.0 - - -

その他

分からない

全体

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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（１）-２ 非常勤スタッフの人数 

【Ａの団体】 

問13 非常勤スタッフの人数を教えてください。 

※本調査では勤務時間が週30時間に満たない場合とします。 

 

 

 

  

n=163

（単位：％）

▶ 非常勤スタッフの人数については、「いない」が 21.5％と最も多く、次いで「「２～３人」

が 20.2％、「４～５人」が 16.6％となっている。 

いない 

21.5 

２～３人 

20.2 

４～５人 

16.6 

20人以上 

11.7 

10～19人 

11.0 

６～９人 

10.4 

１人 

6.1 

回答なし 

2.5 
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【法人格別 非常勤スタッフの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

人

２

～

３

人

４

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

人

以

上

回

答

な

し

163 35 10 33 27 17 18 19 4

100.0 21.5 6.1 20.2 16.6 10.4 11.0 11.7 2.5

14 3 1 1 5 1 1 2 -

100.0 21.4 7.1 7.1 35.7 7.1 7.1 14.3 -

90 14 5 24 14 7 12 12 2

100.0 15.6 5.6 26.7 15.6 7.8 13.3 13.3 2.2

11 2 - 1 1 5 1 1 -

100.0 18.2 - 9.1 9.1 45.5 9.1 9.1 -

1 - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - 100.0 - -

1 1 - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - -

8 2 2 2 - - 1 1 -

100.0 25.0 25.0 25.0 - - 12.5 12.5 -

1 - - - - 1 - - -

100.0 - - - - 100.0 - - -

17 7 1 3 3 1 - - 2

100.0 41.2 5.9 17.6 17.6 5.9 - - 11.8

19 5 1 2 4 2 2 3 -

100.0 26.3 5.3 10.5 21.1 10.5 10.5 15.8 -

1 1 - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - -

全体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

法

人

格

分からない

その他

任意団体

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人
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【常勤スタッフの人数別 非常勤スタッフの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

人

２

～

３

人

４

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

人

以

上

回

答

な

し

163 35 10 33 27 17 18 19 4
100.0 21.5 6.1 20.2 16.6 10.4 11.0 11.7 2.5

39 13 2 9 4 2 5 3 1

100.0 33.3 5.1 23.1 10.3 5.1 12.8 7.7 2.6

18 5 2 3 - 3 4 - 1

100.0 27.8 11.1 16.7 - 16.7 22.2 - 5.6

26 6 - 9 6 1 3 - 1

100.0 23.1 - 34.6 23.1 3.8 11.5 - 3.8

24 5 3 5 6 4 1 - -

100.0 20.8 12.5 20.8 25.0 16.7 4.2 - -

23 4 2 4 5 5 2 1 -

100.0 17.4 8.7 17.4 21.7 21.7 8.7 4.3 -

15 1 - 2 4 1 3 4 -

100.0 6.7 - 13.3 26.7 6.7 20.0 26.7 -

17 1 1 1 2 1 - 11 -

100.0 5.9 5.9 5.9 11.8 5.9 - 64.7 -

1 - - - - - - - 1

100.0 - - - - - - - 100.0

全体

回答なし

20人以上

10～19人

６～９人

４～５人

２～３人

１人

いない

常

勤

ス

タ

ッ

フ

の

人

数
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（１）-３ 活動人数 

【Ｂの団体】 

問32 活動人数を教えてください。 

 

活動人数 件数 （％）
10～19人 19 31.7
１～５人 13 21.7
６～９人 12 20.0
20～49人 10 16.7
100人以上 3 5.0
50～99人 2 3.3
その他 1 1.7  
 

 

▶ 活動人数については、「10～19 人」が 31.7％と最も多く、次いで「「１～５人」が 21.7％、

「６～９人」が 20.0％となっている。 
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（２）無償/有償ボランティアの人数 

（２）-１ 無償ボランティアの人数 

【Ａの団体】 

問14 無償で継続的に事業活動や組織運営にかかわっているボランティアの人数を教えてく

ださい。（インターン含む） 

 

 

  

n=163

（単位：％）

いない

31.3

１～５人

21.5

10～19人

16.6

６～９人

11.0

20～49人

8.0

100人以上

4.3

50～99人

3.7

わからない

1.8

回答なし

1.8

▶ 無償ボランティアの人数については、「いない」が 31.3％と最も多く、次いで「「１～５

人」が 21.5％、「10～19 人」が 16.6％となっている。 



Ⅳ 調査結果 

14 

 

【法人格別 無償ボランティアの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

～

4

9

人

5

0

～

9

9

人

1

0

0

人

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

163 51 35 18 27 13 6 7 3 3

100.0 31.3 21.5 11.0 16.6 8.0 3.7 4.3 1.8 1.8

14 3 6 - - - 3 2 - -

100.0 21.4 42.9 - - - 21.4 14.3 - -

90 23 20 11 19 9 2 2 2 2

100.0 25.6 22.2 12.2 21.1 10.0 2.2 2.2 2.2 2.2

11 3 2 1 2 2 - 1 - -

100.0 27.3 18.2 9.1 18.2 18.2 - 9.1 - -

1 - - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - - 100.0 - -

1 - - - - - 1 - - -

100.0 - - - - - 100.0 - - -

8 5 1 - - 1 - - 1 -

100.0 62.5 12.5 - - 12.5 - - 12.5 -

1 - - 1 - - - - - -

100.0 - - 100.0 - - - - - -

17 2 4 5 4 1 - - - 1

100.0 11.8 23.5 29.4 23.5 5.9 - - - 5.9

19 14 2 - 2 - - 1 - -

100.0 73.7 10.5 - 10.5 - - 5.3 - -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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（２）-２ 有償ボランティアの人数 

【Ａの団体】 

問15 有償で継続的に事業活動や組織運営にかかわっているボランティアの人数を教えてく

ださい。（インターン含む） 

 

 

  

n=163

（単位：％）

いない

62.6

１～５人

19.0

10～19人

5.5

６～９人

4.3

20～49人

1.2

50～99人

1.2

100人以上

0.6

分からない

1.8

回答なし

3.7

▶ 有償ボランティアの人数については、「いない」が 62.6％と最も多く、次いで「「１～５

人」が 19.0％、「10～19 人」が 5.5％となっている。 
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【法人格別 有償ボランティアの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

～

4

9

人

5

0

～

9

9

人

1

0

0

人

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

163 102 31 7 9 2 2 1 3 6

100.0 62.6 19.0 4.3 5.5 1.2 1.2 0.6 1.8 3.7

14 8 4 1 1 - - - - -

100.0 57.1 28.6 7.1 7.1 - - - - -

90 51 20 2 7 1 2 1 2 4

100.0 56.7 22.2 2.2 7.8 1.1 2.2 1.1 2.2 4.4

11 7 1 2 - 1 - - - -

100.0 63.6 9.1 18.2 - 9.1 - - - -

1 - 1 - - - - - - -

100.0 - 100.0 - - - - - - -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

8 6 - 1 - - - - 1 -

100.0 75.0 - 12.5 - - - - 12.5 -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

17 12 3 - - - - - - 2

100.0 70.6 17.6 - - - - - - 11.8

19 16 2 1 - - - - - -

100.0 84.2 10.5 5.3 - - - - - -

1 - - - 1 - - - - -

100.0 - - - 100.0 - - - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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【無償ボランティアの人数別 有償ボランティアの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

～

4

9

人

5

0

～

9

9

人

1

0

0

人

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

163 102 31 7 9 2 2 1 3 6
100.0 62.6 19.0 4.3 5.5 1.2 1.2 0.6 1.8 3.7

51 37 6 - 5 - 2 1 - -

100.0 72.5 11.8 - 9.8 - 3.9 2.0 - -

35 17 13 3 - - - - - 2

100.0 48.6 37.1 8.6 - - - - - 5.7

18 13 3 - 2 - - - - -

100.0 72.2 16.7 - 11.1 - - - - -

27 19 5 1 1 1 - - - -

100.0 70.4 18.5 3.7 3.7 3.7 - - - -

13 7 2 2 1 1 - - - -

100.0 53.8 15.4 15.4 7.7 7.7 - - - -

6 4 1 - - - - - - 1

100.0 66.7 16.7 - - - - - - 16.7

7 5 1 1 - - - - - -

100.0 71.4 14.3 14.3 - - - - - -

3 - - - - - - - 3 -

100.0 - - - - - - - 100.0 -

3 - - - - - - - - 3

100.0 - - - - - - - - 100.0

全体

無

償

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

人

数

回答なし

分からない

100人以上

50～99人

20～49人

10～19人

６～９人

１～５人

いない
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（３）事業規模（支出規模）  

【Ａの団体】 

問16 事業規模（単年度当たりの支出規模）を教えてください。 

 

 

 

  

1000～3000万円未満

20.2

▶ 事業規模（支出規模）については、「1000～3000 万円未満」が 20.2％と最も多く、次

いで「50万円未満」が 12.9％、「１億円以上」が 12.3％となっている。 

n=163 

（単位：％） 

50万円未満 

12.9 

１億円以上 

12.3 

500～1000万円未満 

8.0 

3000～5000万円未満 

6.1 

300～500万円未満 

5.5 

5000～7000万円未満 

4.3 

7000万円～１億円未満 

3.7 

分からない 

6.1 

回答なし 

2.5 

100～300万円未満 

8.0 

50～100万円未満 

10.4 
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【法人格別 事業規模（支出規模）】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

5

0

万

円

未

満

5

0

～

1

0

0

万

円

未

満

1

0

0

～

3

0

0

万

円

未

満

3

0

0

～

5

0

0

万

円

未

満

5

0

0

～

1

0

0

0

万

円

未

満 1

0

0

0

～

3

0

0

0

万

円

未

満 3

0

0

0

～

5

0

0

0

万

円

未

満 5

0

0

0

～

7

0

0

0

万

円

未

満

163 21 17 13 9 13 33 10 7

100.0 12.9 10.4 8.0 5.5 8.0 20.2 6.1 4.3

14 1 - - - 1 4 2 1

100.0 7.1 - - - 7.1 28.6 14.3 7.1

90 10 11 11 6 8 19 6 3

100.0 11.1 12.2 12.2 6.7 8.9 21.1 6.7 3.3

11 - - - 1 3 4 - 1

100.0 - - - 9.1 27.3 36.4 - 9.1

1 - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - -

1 - - - 1 - - - -

100.0 - - - 100.0 - - - -

8 - 1 - - - 1 - 1

100.0 - 12.5 - - - 12.5 - 12.5

1 1 - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - -

17 7 5 2 1 1 - - -

100.0 41.2 29.4 11.8 5.9 5.9 - - -

19 1 - - - - 5 2 1

100.0 5.3 - - - - 26.3 10.5 5.3

1 1 - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - -

その他

分からない

全体

認定NPO法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

一般社団法人

公益社団法人

公益財団法人

社会福祉法人

学校法人

任意団体

法

人

格
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7

0

0

0

万

円

～

１

億

円

未

満

１

億

円

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

6 20 10 4

3.7 12.3 6.1 2.5

3 2 - -

21.4 14.3 - -

2 10 2 2

2.2 11.1 2.2 2.2

1 - 1 -

9.1 - 9.1 -

- 1 - -

- 100.0 - -

- - - -

- - - -

- 2 3 -

- 25.0 37.5 -

- - - -

- - - -

- - - 1

- - - 5.9

- 5 4 1

- 26.3 21.1 5.3

- - - -

- - - -  
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【事業規模（支出規模）別 常勤スタッフの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

人

２

～

３

人

４

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

人

以

上

回

答

な

し

163 39 18 26 24 23 15 17 1

100.0 23.9 11.0 16.0 14.7 14.1 9.2 10.4 0.6

21 14 1 3 2 1 - - -

100.0 66.7 4.8 14.3 9.5 4.8 - - -

17 9 1 5 - 2 - - -

100.0 52.9 5.9 29.4 - 11.8 - - -

13 6 2 1 2 2 - - -

100.0 46.2 15.4 7.7 15.4 15.4 - - -

9 3 6 - - - - - -

100.0 33.3 66.7 - - - - - -

13 4 4 5 - - - - -

100.0 30.8 30.8 38.5 - - - - -

33 2 3 10 12 5 - 1 -

100.0 6.1 9.1 30.3 36.4 15.2 - 3.0 -

10 - - - 4 3 3 - -

100.0 - - - 40.0 30.0 30.0 - -

7 - - - 1 5 1 - -

100.0 - - - 14.3 71.4 14.3 - -

6 - - - - 2 3 1 -

100.0 - - - - 33.3 50.0 16.7 -

20 - - - - - 6 14 -

100.0 - - - - - 30.0 70.0 -

10 1 1 2 3 1 1 1 -

100.0 10.0 10.0 20.0 30.0 10.0 10.0 10.0 -

4 - - - - 2 1 - 1

100.0 - - - - 50.0 25.0 - 25.0

全体

事

業

規

模

（

支

出

規

模

）

回答なし

分からない

１億円以上

7000万円～１億

円未満

5000～7000万円

未満

3000～5000万円

未満

1000～3000万円

未満

500～1000万円未

満

300～500万円未

満

100～300万円未

満

50～100万円未満

50万円未満
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【事業規模（支出規模）別 非常勤スタッフの人数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

い

な

い

１

人

２

～

３

人

４

～

５

人

６

～

９

人

1

0

～

1

9

人

2

0

人

以

上

回

答

な

し

163 35 10 33 27 17 18 19 4

100.0 21.5 6.1 20.2 16.6 10.4 11.0 11.7 2.5

21 12 1 4 1 2 1 - -

100.0 57.1 4.8 19.0 4.8 9.5 4.8 - -

17 5 - 7 2 - 2 - 1

100.0 29.4 - 41.2 11.8 - 11.8 - 5.9

13 2 - 4 2 2 2 1 -

100.0 15.4 - 30.8 15.4 15.4 15.4 7.7 -

9 3 1 - 1 - 3 - 1

100.0 33.3 11.1 - 11.1 - 33.3 - 11.1

13 5 - 3 1 1 - 2 1

100.0 38.5 - 23.1 7.7 7.7 - 15.4 7.7

33 4 4 6 10 5 4 - -

100.0 12.1 12.1 18.2 30.3 15.2 12.1 - -

10 1 - 5 2 1 1 - -

100.0 10.0 - 50.0 20.0 10.0 10.0 - -

7 1 1 - 2 2 1 - -

100.0 14.3 14.3 - 28.6 28.6 14.3 - -

6 - - 1 1 1 - 3 -

100.0 - - 16.7 16.7 16.7 - 50.0 -

20 - 1 - 4 1 2 12 -

100.0 - 5.0 - 20.0 5.0 10.0 60.0 -

10 2 2 3 1 - 2 - -

100.0 20.0 20.0 30.0 10.0 - 20.0 - -

4 - - - - 2 - 1 1

100.0 - - - - 50.0 - 25.0 25.0

全体

事

業

規

模

（

支

出

規

模

）

回答なし

分からない

１億円以上

7000万円～１億

円未満

5000～7000万円

未満

3000～5000万円

未満

1000～3000万円

未満

500～1000万円

未満

300～500万円未

満

100～300万円未

満

50～100万円未満

50万円未満
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（４）ご支援いただいた寄附の種類・件数 

（４）-１ ご支援いただいた寄附の種類 

【Ａの団体】 

問17 これまでにどのような種類のご寄附をいただきましたか？ 

 

  

66.3

47.2

42.9

25.2

1.8

1.8

8.6

22.1

1.8

1.2

複数回答 n=163

（単位：％）

寄附金

食料品

日用品（文房具、玩具、家具などを含みます）

衣料品

有価証券

土地・建物

その他

特になし

分からない

回答なし

▶ 支援団体がこれまでに受けた寄附の種類については、「寄附金」が66.3％と最も多く、

次いで「「食料品」が47.2％、「「日用品「（文房具、玩具、家具などを含みます）」が42.9％

となっている。 

▶ 「その他」の内容としては、車両、ヘアドネーション、家賃の減額、イベント会場費用

の負担、などが挙げられている。 
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【法人格別 ご支援いただいた寄附の種類】 

（複数回答 上段：件 下段：％） 

全

体

寄

附

金

食

料

品

衣

料

品

日

用

品

（

文

房

具

、

玩

具

、

家

具

な

ど

を

含

み

ま

す

）

有

価

証

券

土

地

・

建

物

そ

の

他

163 108 77 41 70 3 3 14

100.0 66.3 47.2 25.2 42.9 1.8 1.8 8.6

14 13 10 3 7 - - 2

100.0 92.9 71.4 21.4 50.0 - - 14.3

90 66 45 29 43 2 1 7

100.0 73.3 50.0 32.2 47.8 2.2 1.1 7.8

11 9 7 2 5 - 1 2

100.0 81.8 63.6 18.2 45.5 - 9.1 18.2

1 1 - - 1 1 - -

100.0 100.0 - - 100.0 100.0 - -

1 - - - - - - 1

100.0 - - - - - - 100.0

8 5 3 1 2 - - 1

100.0 62.5 37.5 12.5 25.0 - - 12.5

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

17 12 11 2 9 - 1 -

100.0 70.6 64.7 11.8 52.9 - 5.9 -

19 2 1 4 3 - - 1

100.0 10.5 5.3 21.1 15.8 - - 5.3

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

その他

分からない

全体

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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特

に

な

し

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

36 3 2

22.1 1.8 1.2

1 - -

7.1 - -

16 - 1

17.8 - 1.1

- 1 -

- 9.1 -

- - -

- - -

- - -

- - -

2 1 -

25.0 12.5 -

1 - -

100.0 - -

4 - 1

23.5 - 5.9

11 1 -

57.9 5.3 -

1 - -

100.0 - -  
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（４）-２ ご支援いただいた寄附の件数 

【Ａの団体】 

問18 昨年度、寄附に応じてくださった方・企業・団体の件数を教えてください。 

 

 

  

▶ 昨年度、ご支援いただいた寄附の件数については、「なし」が31.9％と最も多く、次い

で「１～５件」が31.3％、「10～19件」が10.4％となっている。 

n=163 

（単位：％） 

なし 

31.9 

１～５件 

31.3 

10～19 件 

10.4 

100 件以上 

8.0 

20～49 件 

4.3 

50～99 件 

4.3 

６～９件 

1.8 

分からない 

1.8 

回答なし 

6.1 
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【法人格別 ご支援いただいた寄附の件数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

な

し

１

～

５

件

６

～

９

件

1

0

～

1

9

件

2

0

～

4

9

件

5

0

～

9

9

件

1

0

0

件

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

163 52 51 3 17 7 7 13 3 10

100.0 31.9 31.3 1.8 10.4 4.3 4.3 8.0 1.8 6.1

14 1 5 - 2 - 1 5 - -

100.0 7.1 35.7 - 14.3 - 7.1 35.7 - -

90 26 27 2 10 5 4 7 1 8

100.0 28.9 30.0 2.2 11.1 5.6 4.4 7.8 1.1 8.9

11 3 5 - 3 - - - - -

100.0 27.3 45.5 - 27.3 - - - - -

1 - - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - - 100.0 - -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

8 2 3 - - 1 1 - 1 -

100.0 25.0 37.5 - - 12.5 12.5 - 12.5 -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

17 5 6 1 2 1 - - - 2

100.0 29.4 35.3 5.9 11.8 5.9 - - - 11.8

19 12 5 - - - 1 - 1 -

100.0 63.2 26.3 - - - 5.3 - 5.3 -

1 1 - - - - - - - -

100.0 100.0 - - - - - - - -

その他

分からない

全体

認定NPO法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

一般社団法人

公益社団法人

公益財団法人

社会福祉法人

学校法人

任意団体

法

人

格
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【事業規模（支出規模）別 ご支援いただいた寄附の件数】 

（上段：件 下段：％） 

全

体

な

し

１

～

５

件

６

～

９

件

1

0

～

1

9

件

2

0

～

4

9

件

5

0

～

9

9

件

1

0

0

件

以

上

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

163 52 51 3 17 7 7 13 3 10

100.0 31.9 31.3 1.8 10.4 4.3 4.3 8.0 1.8 6.1

21 13 4 - 3 - - - - 1

100.0 61.9 19.0 - 14.3 - - - - 4.8

17 4 7 2 2 1 - - - 1

100.0 23.5 41.2 11.8 11.8 5.9 - - - 5.9

13 5 8 - - - - - - -

100.0 38.5 61.5 - - - - - - -

9 3 3 - 2 - 1 - - -

100.0 33.3 33.3 - 22.2 - 11.1 - - -

13 2 3 - 2 2 - 2 - 2

100.0 15.4 23.1 - 15.4 15.4 - 15.4 - 15.4

33 10 10 - 4 1 2 6 - -

100.0 30.3 30.3 - 12.1 3.0 6.1 18.2 - -

10 3 3 - 1 - 1 - - 2

100.0 30.0 30.0 - 10.0 - 10.0 - - 20.0

7 1 4 - - 1 - 1 - -

100.0 14.3 57.1 - - 14.3 - 14.3 - -

6 2 1 - 1 - - 2 - -

100.0 33.3 16.7 - 16.7 - - 33.3 - -

20 5 5 1 2 2 3 1 - 1

100.0 25.0 25.0 5.0 10.0 10.0 15.0 5.0 - 5.0

10 4 2 - - - - 1 3 -

100.0 40.0 20.0 - - - - 10.0 30.0 -

4 - 1 - - - - - - 3

100.0 - 25.0 - - - - - - 75.0

全体

事

業

規

模

（

支

出

規

模

）

回答なし

分からない

１億円以上

7000万円～１億

円未満

5000～7000万円

未満

3000～5000万円

未満

1000～3000万円

未満

500～1000万円未

満

300～500万円未

満

100～300万円未

満

50～100万円未満

50万円未満
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（５） 活動分野（当てはまるもの全て/主たる活動分野） 

（５）-１ 活動分野（当てはまるもの全て） 

【Ａの団体】 

問19 貴団体の活動は次のどれに近いですか？ 

 

  

32.5

23.9

23.9

23.3

22.7

20.2

20.2

19.0

19.0

14.7

14.7

12.3

12.3

12.3

9.8

6.7

6.7

6.1

6.1

6.1

5.5

4.3

3.7

2.5

22.7

複数回答 n=163

（単位：％）

世代を超えた交流・居場所づくり

子育て相談・育児相談

放課後支援

障がい児（者）支援、医療ケア児の支援

（その親やきょうだいの支援も含む）

学習支援

ひとり親支援

遊び場づくり

貧困家庭支援

こども食堂・地域のふれあいサロン

保育・一時預かり

こども・若者の相談

子育てサロン・育児サークル

不登校支援

芸術文化を通じた体験・交流の場づくり

防災・地域の見守り活動

引きこもり支援

若者の就労支援

妊娠・出産・産後ケア

いじめ・虐待防止

DV・性被害を受けたこども・若者の相談・支援

パパママ教室（プレパパ、プレママ含む）

ヤングケアラー支援

更生保護・更生支援

外国人を対象にした学習・就労・生活等の支援

その他

▶ 活動分野 （当てはまるもの全て）については、「世代を超えた交流・居場所づくり」が

32.5％と最も多く、次いで「子育て相談・育児相談」及び 「放課後支援」が23.9％、「障

がい児 （者）支援、医療ケア児の支援 （その親やきょうだいの支援も含む）」が23.3％

となっている。 

▶ 「その他」の内容として、スポーツ活動、里親支援、若者の主体的活動の支援、性的マ

イノリティの若者支援、などが挙げられている。 
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【法人格別 活動分野（当てはまるもの全て）】 

（複数回答 上段：件数 下段：％） 

全

体

パ

パ

マ

マ

教

室

（

プ

レ

パ

パ

、

プ

レ

マ

マ

含

む

）

妊

娠

・

出

産

・

産

後

ケ

ア

子

育

て

サ

ロ

ン

・

育

児

サ

ー

ク

ル

子

育

て

相

談

・

育

児

相

談

保

育

・

一

時

預

か

り

貧

困

家

庭

支

援

ひ

と

り

親

支

援

放

課

後

支

援

163 9 10 20 39 24 31 33 39

100.0 5.5 6.1 12.3 23.9 14.7 19.0 20.2 23.9

14 - - - 4 3 4 3 3

100.0 - - - 28.6 21.4 28.6 21.4 21.4

90 5 3 8 15 10 14 17 16

100.0 5.6 3.3 8.9 16.7 11.1 15.6 18.9 17.8

11 1 3 2 3 2 4 3 3

100.0 9.1 27.3 18.2 27.3 18.2 36.4 27.3 27.3

1 - - - - - 1 - 1

100.0 - - - - - 100.0 - 100.0

1 - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - -

8 - - - 2 2 1 1 2

100.0 - - - 25.0 25.0 12.5 12.5 25.0

1 - - 1 1 - - 1 -

100.0 - - 100.0 100.0 - - 100.0 -

17 2 1 3 6 2 5 6 2

100.0 11.8 5.9 17.6 35.3 11.8 29.4 35.3 11.8

19 - 3 5 7 5 2 2 12

100.0 - 15.8 26.3 36.8 26.3 10.5 10.5 63.2

1 1 - 1 1 - - - -

100.0 100.0 - 100.0 100.0 - - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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遊

び

場

づ

く

り

こ

ど

も

食

堂

・

地

域

の

ふ

れ

あ

い

サ

ロ

ン

学

習

支

援

不

登

校

支

援

ヤ

ン

グ

ケ

ア

ラ

ー

支

援

引

き

こ

も

り

支

援

若

者

の

就

労

支

援

い

じ

め

・

虐

待

防

止

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

障

が

い

児

（

者

）

支

援

、

医

療

ケ

ア

児

の

支

援

 

（

そ

の

親

や

き

ょ

う

だ

い

の

支

援

も

含

む

）

D

V

・

性

被

害

を

受

け

た

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

・

支

援

33 31 37 20 7 11 11 10 24 38 10

20.2 19.0 22.7 12.3 4.3 6.7 6.7 6.1 14.7 23.3 6.1

1 1 4 3 - 2 3 2 6 6 1

7.1 7.1 28.6 21.4 - 14.3 21.4 14.3 42.9 42.9 7.1

18 16 17 10 5 6 3 4 12 14 7

20.0 17.8 18.9 11.1 5.6 6.7 3.3 4.4 13.3 15.6 7.8

2 3 5 1 1 2 1 2 1 4 2

18.2 27.3 45.5 9.1 9.1 18.2 9.1 18.2 9.1 36.4 18.2

- - 1 - - - - - - - -

- - 100.0 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

1 - 1 2 1 - 1 - 1 7 -

12.5 - 12.5 25.0 12.5 - 12.5 - 12.5 87.5 -

1 - - - - - - - - 1 -

100.0 - - - - - - - - 100.0 -

7 7 4 2 - - 1 2 3 - -

41.2 41.2 23.5 11.8 - - 5.9 11.8 17.6 - -

3 4 5 2 - 1 2 - 1 6 -

15.8 21.1 26.3 10.5 - 5.3 10.5 - 5.3 31.6 -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -  

（次頁に続く）    
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外

国

人

を

対

象

に

し

た

学

習

・

就

労

・

生

活

等

の

支

援 防

災

・

地

域

の

見

守

り

活

動 世

代

を

超

え

た

交

流

・

居

場

所

づ

く

り

更

生

保

護

・

更

生

支

援

芸

術

文

化

を

通

じ

た

体

験

・

交

流

の

場

づ

く

り

そ

の

他

4 16 53 6 20 37

2.5 9.8 32.5 3.7 12.3 22.7

- 2 4 2 1 4

- 14.3 28.6 14.3 7.1 28.6

1 10 30 3 12 27

1.1 11.1 33.3 3.3 13.3 30.0

2 2 4 - 1 2

18.2 18.2 36.4 - 9.1 18.2

- - - - - -

- - - - - -

- - 1 - - 1

- - 100.0 - - 100.0

1 - - - - -

12.5 - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- 1 7 - 3 3

- 5.9 41.2 - 17.6 17.6

- 1 7 1 3 -

- 5.3 36.8 5.3 15.8 -

- - - - - -

- - - - - -   
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（５）-２ 主たる活動分野 

【Ａの団体】 

問20 前問で選んでいただいた選択肢のうち、貴団体が最も重要視している活動はどれです

か？ 

 

（n=163） 

主たる活動分野 件数 （％）
世代を超えた交流・居場所づくり 22 13.5
障がい児（者）支援、医療ケア児の支援（その親やきょうだいの支援も含む） 22 13.5
放課後支援 18 11.0
こども食堂・地域のふれあいサロン 14 8.6
保育・一時預かり 9 5.5
芸術文化を通じた体験・交流の場づくり 7 4.3
ひとり親支援 6 3.7
学習支援 6 3.7
子育てサロン・育児サークル 5 3.1
遊び場づくり 5 3.1
貧困家庭支援 4 2.5
パパママ教室（プレパパ、プレママ含む） 2 1.2
子育て相談・育児相談 2 1.2
不登校支援 2 1.2
若者の就労支援 2 1.2
DV・性被害を受けたこども・若者の相談・支援 2 1.2
妊娠・出産・産後ケア 1 0.6
こども・若者の相談 1 0.6
防災・地域の見守り活動 1 0.6
更生保護・更生支援 1 0.6
その他 22 13.5
分からない 4 2.5
回答なし 5 3.1  
 

  

▶ 主たる活動分野については、 「世代を超えた交流・居場所づくり」及び 「障がい児 （者）

支援、医療ケア児の支援（その親やきょうだいの支援も含む）」が13.5％と最も多く、

次いで「放課後支援」が11.0％、 「こども食堂・地域のふれあいサロン」が8.6％となっ

ている。 
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【法人格別 主たる活動分野】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

パ

パ

マ

マ

教

室

（

プ

レ

パ

パ

、

プ

レ

マ

マ

含

む

）

妊

娠

・

出

産

・

産

後

ケ

ア

子

育

て

サ

ロ

ン

・

育

児

サ

ー

ク

ル

子

育

て

相

談

・

育

児

相

談

保

育

・

一

時

預

か

り

貧

困

家

庭

支

援

ひ

と

り

親

支

援

放

課

後

支

援

163 2 1 5 2 9 4 6 18

100.0 1.2 0.6 3.1 1.2 5.5 2.5 3.7 11.0

14 - - - - 1 1 - 1

100.0 - - - - 7.1 7.1 - 7.1

90 1 1 2 - 6 1 2 9

100.0 1.1 1.1 2.2 - 6.7 1.1 2.2 10.0

11 - - - 1 - - 1 2

100.0 - - - 9.1 - - 9.1 18.2

1 - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - 100.0 - -

1 - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - -

8 - - - - 1 - - -

100.0 - - - - 12.5 - - -

1 - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - -

17 1 - 2 1 - 1 2 -

100.0 5.9 - 11.8 5.9 - 5.9 11.8 -

19 - - - - 1 - 1 6

100.0 - - - - 5.3 - 5.3 31.6

1 - - 1 - - - - -

100.0 - - 100.0 - - - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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遊

び

場

づ

く

り

こ

ど

も

食

堂

・

地

域

の

ふ

れ

あ

い

サ

ロ

ン

学

習

支

援

不

登

校

支

援

若

者

の

就

労

支

援

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

障

が

い

児

（

者

）

支

援

、

医

療

ケ

ア

児

の

支

援

 

（

そ

の

親

や

き

ょ

う

だ

い

の

支

援

も

含

む

）

D

V

・

性

被

害

を

受

け

た

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

・

支

援

防

災

・

地

域

の

見

守

り

活

動 世

代

を

超

え

た

交

流

・

居

場

所

づ

く

り

5 14 6 2 2 1 22 2 1 22

3.1 8.6 3.7 1.2 1.2 0.6 13.5 1.2 0.6 13.5

- - 2 - 1 - 4 - - 1

- - 14.3 - 7.1 - 28.6 - - 7.1

2 8 4 2 - 1 7 2 1 14

2.2 8.9 4.4 2.2 - 1.1 7.8 2.2 1.1 15.6

- - - - - - 1 - - 1

- - - - - - 9.1 - - 9.1

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - 100.0

- - - - - - 6 - - -

- - - - - - 75.0 - - -

1 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -

2 5 - - - - - - - 2

11.8 29.4 - - - - - - - 11.8

- 1 - - 1 - 4 - - 3

- 5.3 - - 5.3 - 21.1 - - 15.8

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -  

（次頁に続く）    
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更

生

保

護

・

更

生

支

援

芸

術

文

化

を

通

じ

た

体

験

・

交

流

の

場

づ

く

り

そ

の

他

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

1 7 22 4 5

0.6 4.3 13.5 2.5 3.1

- - 2 - 1

- - 14.3 - 7.1

1 4 17 2 3

1.1 4.4 18.9 2.2 3.3

- 1 3 1 -

- 9.1 27.3 9.1 -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - 1 -

- - - 12.5 -

- - - - -

- - - - -

- 1 - - -

- 5.9 - - -

- 1 - - 1

- 5.3 - - 5.3

- - - - -

- - - - -  
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【事業規模（支出規模）別 主たる活動分野】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

パ

パ

マ

マ

教

室

（

プ

レ

パ

パ

、

プ

レ

マ

マ

含

む

）

妊

娠

・

出

産

・

産

後

ケ

ア

子

育

て

サ

ロ

ン

・

育

児

サ

ー

ク

ル

子

育

て

相

談

・

育

児

相

談

保

育

・

一

時

預

か

り

貧

困

家

庭

支

援

ひ

と

り

親

支

援

放

課

後

支

援

163 2 1 5 2 9 4 6 18

100.0 1.2 0.6 3.1 1.2 5.5 2.5 3.7 11.0

21 1 - 3 - - - - -

100.0 4.8 - 14.3 - - - - -

17 1 - 1 - - 1 2 -

100.0 5.9 - 5.9 - - 5.9 11.8 -

13 - - - - - - 1 1

100.0 - - - - - - 7.7 7.7

9 - - - - 1 - - -

100.0 - - - - 11.1 - - -

13 - - 1 - - - 1 1

100.0 - - 7.7 - - - 7.7 7.7

33 - 1 - - 1 1 - 3

100.0 - 3.0 - - 3.0 3.0 - 9.1

10 - - - - 3 - - 2

100.0 - - - - 30.0 - - 20.0

7 - - - - 1 - - 1

100.0 - - - - 14.3 - - 14.3

6 - - - 1 - 1 - 1

100.0 - - - 16.7 - 16.7 - 16.7

20 - - - - 2 1 - 3

100.0 - - - - 10.0 5.0 - 15.0

10 - - - - - - 2 4

100.0 - - - - - - 20.0 40.0

4 - - - 1 1 - - 2

100.0 - - - 25.0 25.0 - - 50.0

全体

事

業

規

模

（

支

出

規

模

）

回答なし

分からない

１億円以上

7000万円～１億

円未満

5000～7000万円

未満

3000～5000万円

未満

1000～3000万円

未満

500～1000万円未

満

300～500万円未

満

100～300万円未

満

50～100万円未満

50万円未満
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遊

び

場

づ

く

り

こ

ど

も

食

堂

・

地

域

の

ふ

れ

あ

い

サ

ロ

ン

学

習

支

援

不

登

校

支

援

若

者

の

就

労

支

援

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

障

が

い

児

（

者

）

支

援

、

医

療

ケ

ア

児

の

支

援

（

そ

の

親

や

き

ょ

う

だ

い

の

支

援

も

含

む

）

D

V

・

性

被

害

を

受

け

た

こ

ど

も

・

若

者

の

相

談

・

支

援

防

災

・

地

域

の

見

守

り

活

動 世

代

を

超

え

た

交

流

・

居

場

所

づ

く

り

5 14 6 2 2 1 22 2 1 22

3.1 8.6 3.7 1.2 1.2 0.6 13.5 1.2 0.6 13.5

2 3 2 - - - - - - 3

9.5 14.3 9.5 - - - - - - 14.3

1 2 - 1 - - 1 - - 3

5.9 11.8 - 5.9 - - 5.9 - - 17.6

- 2 1 - - - - - - 5

- 15.4 7.7 - - - - - - 38.5

- 1 1 - - - - - - 3

- 11.1 11.1 - - - - - - 33.3

1 3 - - - - 1 - - 1

7.7 23.1 - - - - 7.7 - - 7.7

- 1 1 1 1 - 8 2 1 5

- 3.0 3.0 3.0 3.0 - 24.2 6.1 3.0 15.2

- - 1 - - 1 3 - - -

- - 10.0 - - 10.0 30.0 - - -

- - - - - - 2 - - -

- - - - - - 28.6 - - -

- - - - 1 - 1 - - -

- - - - 16.7 - 16.7 - - -

1 1 - - - - 3 - - 2

5.0 5.0 - - - - 15.0 - - 10.0

- 1 - - - - 3 - - -

- 10.0 - - - - 30.0 - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -  

（次頁に続く）    
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更

生

保

護

・

更

生

支

援

芸

術

文

化

を

通

じ

た

体

験

・

交

流

の

場

づ

く

り

そ

の

他

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

1 7 22 4 5

0.6 4.3 13.5 2.5 3.1

- 2 4 - 1

- 9.5 19.0 - 4.8

- 1 3 - -

- 5.9 17.6 - -

- 1 2 - -

- 7.7 15.4 - -

- 1 2 - -

- 11.1 22.2 - -

1 - 1 1 1

7.7 - 7.7 7.7 7.7

- - 7 - -

- - 21.2 - -

- - - - -

- - - - -

- 1 1 - 1

- 14.3 14.3 - 14.3

- - 1 - -

- - 16.7 - -

- 1 1 3 2

- 5.0 5.0 15.0 10.0

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -  
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（６） 活動の対象 

【Ａの団体】 

問22 貴団体の活動はどのような方々を対象にされていますか？ 

 
 

  

50.3

42.3

38.7

37.4

34.4

31.3

20.9

17.2

12.9

0.6

1.2

複数回答 n=163

（単位：％）

小学生（６～12才）

中学生（12～15才）

高校生（15～18才）

幼児（３才以上の未就学児）

年齢を分けていない

乳児（０～３才未満）

若者（18才以上）

妊産婦と新生児、そのパートナー

その他

分からない

回答なし

▶ 活動の対象とする世代については、「小学生 （６～12才）」が50.3％と最も多く、次いで

「中学生（12～15才）」が42.3％、「高校生（15～18才）」が38.7％となっている。 

▶ 「その他」の内容として、保護者・ひとり親、高齢者、などが挙げられている。 
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【法人格別 活動の対象】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

妊

産

婦

と

新

生

児

、

そ

の

パ

ー

ト

ナ

ー

乳

児

（

０

～

３

才

未

満

）

幼

児

（

３

才

以

上

の

未

就

学

児

）

小

学

生

（

６

～

１

２

才

）

中

学

生

（

１

２

～

１

５

才

）

高

校

生

（

１

５

～

１

８

才

）

若

者

（

１

８

才

以

上

）

年

齢

を

分

け

て

い

な

い

163 29 52 62 82 70 64 35 56

100.0 17.8 31.9 38.0 50.3 42.9 39.3 21.5 34.4

14 1 6 6 7 10 12 5 4

100.0 7.1 42.9 42.9 50.0 71.4 85.7 35.7 28.6

90 14 23 25 36 32 29 19 36

100.0 15.6 25.6 27.8 40.0 35.6 32.2 21.1 40.0

11 2 4 4 5 4 4 3 5

100.0 18.2 36.4 36.4 45.5 36.4 36.4 27.3 45.5

1 - - - 1 1 1 - -

100.0 - - - 100.0 100.0 100.0 - -

1 1 1 1 1 1 - - -

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - - -

8 - 1 2 3 2 2 2 3

100.0 - 12.5 25.0 37.5 25.0 25.0 25.0 37.5

1 1 1 1 - - - - -

100.0 100.0 100.0 100.0 - - - - -

17 4 7 10 13 7 4 2 4

100.0 23.5 41.2 58.8 76.5 41.2 23.5 11.8 23.5

19 5 8 12 15 13 12 4 4

100.0 26.3 42.1 63.2 78.9 68.4 63.2 21.1 21.1

1 1 1 1 1 - - - -

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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そ

の

他

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

21 1 2

12.9 0.6 1.2

2 - -

14.3 - -

12 1 1

13.3 1.1 1.1

1 - -

9.1 - -

- - -

- - -

1 - -

100.0 - -

1 - -

12.5 - -

- - -

- - -

3 - -

17.6 - -

1 - 1

5.3 - 5.3

- - -

- - -  
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【主たる活動分野別 活動の対象】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

妊

産

婦

と

新

生

児

、

そ

の

パ

ー

ト

ナ

ー

乳

児

（

０

～

３

才

未

満

）

幼

児

（

３

才

以

上

の

未

就

学

児

）

小

学

生

（

６

～

１

２

才

）

中

学

生

（

１

２

～

１

５

才

）

高

校

生

（

１

５

～

１

８

才

）

若

者

（

１

８

才

以

上

）

163 29 52 62 82 70 64 35

100.0 17.8 31.9 38.0 50.3 42.9 39.3 21.5

2 1 1 1 1 1 1 1

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

1 1 - - - - - 1

100.0 100.0 - - - - - 100.0

5 3 4 3 2 - - -

100.0 60.0 80.0 60.0 40.0 - - -

2 1 1 1 2 1 1 -

100.0 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 -

9 2 9 6 3 1 1 -

100.0 22.2 100.0 66.7 33.3 11.1 11.1 -

4 - 1 1 2 2 2 -

100.0 - 25.0 25.0 50.0 50.0 50.0 -

6 - 1 2 3 3 2 -

100.0 - 16.7 33.3 50.0 50.0 33.3 -

18 6 7 10 16 16 15 4

100.0 33.3 38.9 55.6 88.9 88.9 83.3 22.2

5 4 4 5 3 2 1 2

100.0 80.0 80.0 100.0 60.0 40.0 20.0 40.0

14 2 4 5 9 7 5 2

100.0 14.3 28.6 35.7 64.3 50.0 35.7 14.3

6 - - 1 5 6 5 1

100.0 - - 16.7 83.3 100.0 83.3 16.7

2 - - - 1 1 - -

100.0 - - - 50.0 50.0 - -

2 - - - - - 2 2

100.0 - - - - - 100.0 100.0

1 - - - - 1 1 1

100.0 - - - - 100.0 100.0 100.0

22 2 8 11 13 11 10 5

100.0 9.1 36.4 50.0 59.1 50.0 45.5 22.7

2 - - - - - 1 2

100.0 - - - - - 50.0 100.0

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

22 2 3 8 10 8 7 8

100.0 9.1 13.6 36.4 45.5 36.4 31.8 36.4

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

7 1 1 2 4 3 2 1

100.0 14.3 14.3 28.6 57.1 42.9 28.6 14.3

22 3 3 2 4 3 5 4

100.0 13.6 13.6 9.1 18.2 13.6 22.7 18.2

4 - 3 2 2 2 1 1

100.0 - 75.0 50.0 50.0 50.0 25.0 25.0

5 1 2 2 2 2 2 -

100.0 20.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 -

主

た

る

活

動

分

野

全体

回答なし

分からない

その他

芸術文化を通じた体験・交流の場づくり

更生保護・更生支援

世代を超えた交流・居場所づくり

防災・地域の見守り活動

遊び場づくり

DV・性被害を受けたこども・若者の相

談・支援

障がい児（者）支援、医療ケア児の支援 

（その親やきょうだいの支援も含む）

こども・若者の相談

若者の就労支援

不登校支援

学習支援

こども食堂・地域のふれあいサロン

妊娠・出産・産後ケア

パパママ教室（プレパパ、プレママ含

む）

放課後支援

ひとり親支援

貧困家庭支援

保育・一時預かり

子育て相談・育児相談

子育てサロン・育児サークル
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年

齢

を

分

け

て

い

な

い

そ

の

他

分

か

ら

な

い

56 21 1

34.4 12.9 0.6

- 2 -

- 100.0 -

- - -

- - -

- - 1

- - 20.0

- 1 -

- 50.0 -

1 1 -

11.1 11.1 -

2 1 -

50.0 25.0 -

3 - -

50.0 - -

3 2 -

16.7 11.1 -

- - -

- - -

5 4 -

35.7 28.6 -

- - -

- - -

1 1 -

50.0 50.0 -

- - -

- - -

- - -

- - -

10 1 -

45.5 4.5 -

1 - -

50.0 - -

1 - -

100.0 - -

10 5 -

45.5 22.7 -

1 - -

100.0 - -

4 - -

57.1 - -

12 2 -

54.5 9.1 -

1 - -

25.0 - -

1 1 -

20.0 20.0 -  
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（７） 具体的な活動内容（自由回答） 

【Ａの団体】 

問21 貴団体の活動について具体的な内容を教えてください。 

【Ｂの団体】 

問31 貴団体はどのような活動に取り組まれていますか？ 

※原文のまま掲載 

父親支援、働き方改革支援 

にんしんＳＯＳ仙台 

子育てについて学び交流できる子育て支援教室 

子育て支援 

子育て支援センター内での子育てひろばの運営、ファミリー・サポート・センター運営 

学童保育（放課後児童健全育成事業）での支援者支援 

児童、高齢、障害の３分野で活動している。 

保育園の運営・放課後児童クラブの運営等 

小規模保育事業 

小規模保育園の運営 

小規模保育事業、一時預かり事業 

産休明け児から就学前児までの保育 

小規模保育 

月1度の配食、フードパントリー 

学習や文化・スポーツ、体験活動等で利用できるスタディクーポンを提供 

フードパントリー 

月に１回のこども食堂開催と月に１回の食糧支援 

仙台市と名取市で子ども食堂と名取市委託事業 

フードバンク・フードパントリー活動 

弁当屋の傍ら、持ち帰りの子ども食堂を実施 

放課後等デイサービス 児童発達 

障害児の学校後や休日の支援 

学習支援 

障害児計画相談 

障害のあるお子さんたちを学校終了後または休日に預かって療育している。 

児童館、放課後児童クラブ業務全般 

障害をもった児童の放課後支援とその家族支援 

児童館業務 

児童館・放課後子ども教室・防災教育・相談 

児童館運営、他機関との連携事業、人材育成事業、一時預かり等 

児童館・放課後児童クラブの指定管理 

児童館・児童クラブ運営 
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放課後子供教室を運営しています 

学校の放課後、小学生を預かり屋外で一緒に遊ぶ 

放課後の子どもの居場所作り等 

大学の地域貢献事業 

「子どもの遊び・生活・学習支援」、「女性の自立と子ども支援」、「保護者の就労・生活支

援」など他にもさまざまな活動を行っている。 

毎週土曜日無料バスケットボール教室、毎月数回こども食堂開催 

児童館、小規模保育所の運営、冒険遊び場など 

親子のふれあいなど遊び場づくりの企画と運営 

子育てひろば運営、子育て支援 

放課後児童クラブと子供食堂及び学習支援をメインに活動 

子ども食堂への寄付を繋げたり、国際交流協会の活動をサポート 

こども食堂（食堂＋あそび場＋学習支援＋フードパントリー） 

｢笑い愛カンパニーパンちょんピン」のミッションは【笑い愛のめぐり】です。自分を楽し

ませ、自分を『笑顔』にする。どんな自分も抱きしめて『愛』する。それを自分の中にめぐ

らせ、そして家族、親子、夫婦、パートナー、大切な人たちにめぐらせ、そのめぐりを広げ

ていくことが、私たちの使命です。私たちは笑い愛パフォーマー夫婦デュオ「おのきん＆

エリー」として活動しています。夫婦共に保育士で、3児のパパママ。結婚21周年！夫婦デ

ュオ結成3周年！公演多数 （児童館・保育園・地域イベント等）その経験を生かし、笑い愛

の子育てや家族づくり、世代間交流や地域の繋がりづくりをしています。子どもと楽しく

あそべる方法や夫婦、親子、家族が笑顔になる｢笑い愛｣の時間をプレゼント！ 

地域ボランティア活動 

高齢者福祉 

月１回のこども食堂の開催、年１回のバス遠足 （農家へブルーベリー狩り）、お手紙プロジ

ェクト 

毎週金曜日に子ども食堂を開催。会食・お弁当・フードパントリー・居場所の提供（カフ

ェ） 

こどもの居場所作り 

訪問看護ステーションの運営とこども食堂の開催 

子ども食堂と弁当配布 

高齢者介護施設運営 

宮城県のこども食堂団体の取りまとめと立ち上げ等の相談窓口業務 

こども食堂の運営、ひとり親家庭等への食糧支援 

野外での自然体験教育 

英語教育 

児童養護施設の子どもの寄り添い学習支援 

障がい者福祉サービス 

障がい者就労支援 
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不登校の高校生を含む児童生徒の学習支援、高校中退者、引きこもり等の進学及び就職支

援支援。 

（※団体本部は東京にて2007年に設立、活動中。本アンケートは東北チームの内容にて回

答。） 弊会では東日本大震災の発生以降、仙台市に事務所を構え、被災地域での学習支援

を継続してきました。「すべての子どもが夢や希望を持てる社会へ」という理念のもと、い

じめ、不登校、高校中退の要因ともなる子どもの貧困解決のため、困窮家庭の中高生に向

けた無料学習会、居場所の提供、キャリア教育、経済教育等を仙台市にて実施しています。

また、甚大な津波被害を受けた南三陸町では、学校外教育や情報不足の環境に不安を感じ

ている子育て世帯に向け、学習支援事業を継続しています。南三陸町の委託事業として、

南三陸高校内の公営塾「志翔学舎」の運営も行っています。 

無料のフリースクール運営とLINE、電話相談 

個別面談、コミュニケーション等セミナーの実施、企業講和などの参加により自信をつけ

て、就労に結びつける支援を行っています。 

障害福祉サービス事業所「スイッチ・センダイ」「スイッチ・イシノマキ」ユースサポート

カレッジ（困難を抱えた思春期・青年期の就学・就労支援）「仙台NOTE」「石巻NOTE」 

児童発達支援 ぬくもりすぺいす虹っ子、発達支援事業プリズム、保護者等支援事業（相

談・おしゃべりサロン、学び合い、情報発信） 

被災三県の幼保施設に無償でお伺いし、オリジナルヒーロー「破牙神ライザー龍」の交通

安全教室等の開催。全国の18歳以下の髪の毛の問題で悩むこどもたちへ、無償で医療用フ

ルオーダーメイドの人毛ウィッグをプレゼントする活動。 

発達障害のある児童生徒の放課後活動の支援と造形活動支援 

児童発達支援.放課後等デイサービス 

「ふれあいあそび」を通して産前産後の女性と子どもたちのケアを行う。児童虐待・産後

うつの早期発見、相談を行う 

児童発達支援、放課後等デイサービス 

児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援 

障害者支援 

保育・療育 

保育事業、障害児・者向け事業、高齢者向け介護事業、営業コンサル事業、飲食事業 

しょうがいのある兄弟姉妹がいる「きょうだい」支援 

知的障がいのある人達に日常的にスポーツトレーニングの場と、社会参加の機会を提供し

ている 

放課後等デイサービス事業を行っている 

医療ケア児者の相談支援 

障害者相談支援事業の実施 

発達障害のある未就学から高校までの児童への発達支援 

子育てママの育児に寄り添う活動 

児童発達支援事業所、放課後等デイサービス 
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アートを通じてすべての人が幸せに生きることのできる社会の実現をめざして、1994（平

成6）年に誕生した。主な活動として、Empowerment可能性を広げる、Createつくりだす、

Network州つなぐ、つながる、Access 参加する、Advocacy 支援する、これら5つの活動の

視点を軸に、障害のある人の芸術文化活動にかかわる相談支援、人材育成・啓発事業、エイ

ブルアート・カンパニー （著作権マネジメント事業）、創作活動の機会の提供 （スタジオ事

業）、作家の発掘や作品の発表機会の提供 （ギャラリー/アワード事業）、鑑賞支援事業 （美

術と手話プロジェクト/アクセスアート事業）などがある。 

主にろう重複障害者を中心とした作業所運営とろう重複障害者への理解啓発活動 

相談対応、障害者福祉サービス利用計画作成・アセスメント、サービス利用・関係機関との

連絡調整等 

視覚障碍児・者支援を中心に多様な活動を実施している 

主に乳幼児家庭の支援を中心として、中高生の居場所事業を実施しています。指定管理施

設、法人独自事業、助成金と幅広く子育て支援に関わる支援を展開しています。 

自立援助ホームの運営と困難を抱えた若年女性のシェアハウス運営 

暴力被害を受けた女性の相談支援 

ひとり親等の相談支援事業 （就労支援含む）、子どもと親御さんの見守り支援事業、子ども

（小学生・中高生）のサードプレイス事業、緊急食料支援事業 

まちづくり支援 

孤育てを防ぎ、こどもを真ん中に共育ち共育てを理念に掲げ誰もが安心して過ごせる居場

所づくりをしている。 

高齢者・被災者サロン活動・復興ニュース発行 

レクリエーション 

子育て中の母親への傾聴活動 

イベントや障害の有無にとらわれない活動 

スポーツを通しての居場所つくり、差別のない街つくり、活性化 

多様な人々の「つながり」から「役割」を持つ事で社会課題解決につなげる 

社会福祉事業 

①若者コミュニティ運営事業 ②若者活躍の機会づくり事業 ③地域活性化 （まちづくり）

事業 

環境景観と生態系の持続可能な心の棲み処 

高齢者、被災者の孤立・孤独化を未然防止、居場所づくり 

スポーツ活動 

テニス（スポーツの振興）を通して、地域間世代間交流 

１００㎞徒歩の旅という事業を通して、子供たちの生きる力の醸成をテーマとした活動、

夏休みに自分たちの生活圏を4泊5日をかけて１００㎞を歩きぬく。それをお世話する学生

スタッフの研修や育成 

主として仙台市及び仙台広域市町村圏の行政運営の児童館や放課後児童クラブへの世代間

交流イベントの企画提供と実施。 
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創設者である八戸出身の羽仁もと子の思想「我々の小さな家庭は、簡素でありたい、そし

て社会という大きな家庭では豊かでありたい」を願い、そのためには小さな家庭を清く愛

に満ちたものにすることを大事に考えています。そのためにはどうしたらよいかを生活の

面、子どもとの関り、経済のことを羽仁もと子の著作集を読み合って考え、子どもをよく

知るための話し合いや集まり、生活の基礎講習などの働きかけをしています。 

「誰もが地域で普通に」暮らし続けることができる地域社会の実現のため、高齢者及び障

害者、子どもなどが自立した生活を営むことのできる必要な支援を実施する団体及びそれ

らの団体のネットワーク組織を支援。宅老所やユニットケアの制度化運動、地域の支えあ

いの拠点及び緊急一時支援施設（国見・千代田のより処ひなたぼっこ）の運営、被災地支

援、地域を基盤においたシンポジウムや専門職向け研修の開催や出版のほか、生活困窮者

自立支援全国大会事務局など福祉関係の中間支援団体として活動。 

郷土史や文化など、地域の特色を知り世代交流を深める活動 

児童の健全育成、子育て支援活動 

現在、こどもたち自らが企画・運営する活動を主においている。 

農園での世代間交流 

犯罪者や非行少年に対する就労支援 

歌や音楽を通じた子育てサークル支援、歌あそび公演 

月に２日程度、一番町にある事業所を開放し、アート活動をしたり、ただ過ごしたりでき

る場を３年前から「Aiオープンスタジオ」として運営しています。また、一番町アーケード

や長町駅前広場、太白区文化センターなどで、芸術文化を通じた体験・交流の場を年に数

回、主催事業や共催事業として行っています。さらに、ふうどばんく東北AGAINと連携し、

学習支援やプレーパークの運営にスタッフを派遣しています。また、仙台、気仙沼、石巻の

フリースクールや居場所にスタッフを派遣したり、NPOと連携して公立小学校にアートな場

を作る活動をしています。 

2才から6年生までを対象とした芸術・表現活動 

当団体は、前身が経済産業省の管轄の任意団体 （TALK）であり、日本の食卓文化を次世代に

継承する、伝統工芸品の保護を始めとする地域に根付いた活動を本部は東京、全国7支部で

展開しています。東北北海道支部は、仙台を拠点に毎年秋から冬に電力ビルでのテーブル

展。食育の一つ「卓育」を教育機関、他子育て支援機関にて、イベントや講座を通して啓

蒙。躾、マナー、コミュニケーションなど、食卓文化を通し、家庭における食卓が、人間形

成に大変重要なものと共感して頂いております。プロのコーディネーター集団でしたので、

個々も活動をしておりますが、支部だからこそ関わる事の出来る公的機会に対して、アク

ションをおこしておりました。 

生活困窮世帯の子どもの学習生活支援、不登校ひきこもり支援、訪問支援、子ども若者総

合相談センター、フードバンク、こども食堂、こども第三の居場所、ヤングケアラー支援事

業、保育所、児童館放課後児童クラブ等 

テニス教室への講師派遣 

映画資料の調査、学習 
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地域福祉活動支援の推進、ボランティア活動振興・福祉学習の推進、日常生活自立支援、生

活福祉資金の貸付、高齢者・障害者施設の運営、福祉総合相談、介護保険事業の運営、福祉

人材の育成、福祉団体の活動支援を行っている。そのなかで、子どもの居場所づくり支援

として子ども食堂運営団体を対象とする助成や認証を行っている。 

民家を改造した小規模な施設で介護と保育を協同で行っている 

ベビーシッターの普及 支援が必要な家庭に気軽に利用してもらえる工夫 

生育段階毎に身近な社会課題を見出し自らが継続的に取り組める活動 

スポーツ活動 

性教育、高齢者向け健康講話、体操など 

若者が挑戦できる環境を増やすため、仙台地域では地域企業やNPO等でのインターン実施、

起業支援、そして表彰制度 （仙台若者SDGsアワード）の運営。東北エリア全体に若者を送り

出すことも支援している。 

虐待や非行等何らかの理由により帰る場所のない少年や親と一緒に暮らせない少年等を受

入れ、家庭的な雰囲気のもとで自立更生に向けた支援を行う少年の家運営事業を中心に、

様々な問題を抱える少年や保護者等の声に耳を傾け、青少年を取り巻く現状について地域

に情報発信し、すべての少年の更生と健全育成に寄与することを目的とし活動しておりま

す。 

悩み相談、子ども対象は学習支援と子ども食堂、居場所 

主に産科施設や小児科で母乳育児支援を中心とした、育児支援を行っている支援者の支援。

育児支援を行っている他団体と連携し、特に宮城県～東北の母乳育児支援を中心とした育

児支援を行っています。 

バレーボールクラブの運営 

2024年現在に公的中間支援がない地域で、民間非営利団体として市民活動の促進や、市民・

行政・企業などのセクターを超えた市民協働社会を実現するための中間支援活動を行って

いる。 

村内に里親が居住する家族の家を建設し、里親に入居頂き、里親を支援する事業 

放置竹林整備と竹の活用 

山元町の里山・深山（しんざん/287㍍）頂上に当法人が建立した深山鎮魂の維持と登山道

の維持改善 

総合型地域スポーツクラブ 

里親支援 

スポーツ推進 

気仙沼で中高生の探究活動のサポート、楢葉町で小学生の放課後遊び場づくり 

児童相談所に保護された子どもをお預かりして一緒に暮らす 

ゴミ拾い、家庭教育、被災者支援 

禁煙や受動喫煙防止についての啓発のためフォーラムを開催 

高校生百貨店 

医療・福祉 
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・小規模保育園の運営 （2園） ・保育園内でのこども食堂・医療的ケア児家庭の訪問 （居宅訪

問型児童発達支援、居宅介護、居宅訪問型保育） ・こども子育てに関するソーシャルアクシ

ョン、政策提言 

ラインダンスの普及、サークルを展開しながら出張出前講座、ボランティア活動、イベン

ト出演PR 

運動教室やスポーツイベントの開催 

直接的には高齢者の活動だが、その家族を支援 

子ども対象書道教室 

NICUに入院したことのあるお子さんとそのご家族の触れ合いの場、早産児・リトルベビー

ハンドブックの啓発活動 

森林所有者・施業者・製材業者・建築業関係者・消費者その他すべての家づくりにかかわる

人々が力を合わせ、山の資源である木を活用して家づくりを行うことを通じて森林環境を

整備する事業を行い、森を育み後世まで伝えて行ける環境づくりと、健康な住まい、その

職人技の次世代への継承のための活動 

訪問整理収納サービス・資格講座・イベントセミナー・ワークショップなど 

産後サロンとして助産師、保育士、管理栄養士が子育て中のパパママとお子さんに産後の

身体作りのエクササイズを親子で体操をし、保育士が発達に合わせた遊び、栄養士が離乳

食を通しての食育を楽しくお話しし、美味しいお茶を飲んで採れたて野菜をお供にしなが

らピアな関係でおしゃべりする活動です。 

親子の居場所作り、子ども食堂、フードパントリー 

無農薬・無化学肥料での栽培限定の家庭菜園用農園の運営 

子ども食堂 

子育て中の父母の支援 ペアレントプログラムの実施 

子ども食堂 

乳幼児を抱える若い世代家族から独居の高齢者迄対象に参加費無料での各種行事や食事の

提供を行っています。 

年2回の子育てコンサートを中心に、デジタル絵本などを制作中です 

こども食堂、学習支援、地域の高齢者の活躍場所 （餅つきの時のボランティアなど）と異年

齢交流。 

主に未就園の子どもとその親が、「自主育児サークル」に繋がることで、地域で仲間で子育

てをする体験を通して、前向きな、その人らしい子育てへと変わっていける実体験をもと

に、自主育児サークルの保全・継承のための活動を太白区役所家庭健康課と協同し、行っ

ている。 

月1回第二日曜日 福室市民センターで食事提供している。大人、子どもどなたでもOK 

自主育児サークルとして、月2～3回、0～未就園の子どもと親が集まり、遊びを通して一緒

に活動している 

子育て世代のママの息抜きの場を作る。 

定期的なサークルで親子体操 ママ向けリフレッシュできる講座開催 足育の普及活動 
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親子で一緒に育児を楽しめるような活動 （手遊び歌、絵本の読み聞かせ、体操、季節ごとの

歌や制作、遠足、お誕生会、クリスマス会等） 

サークル活動を通して親子の居場所を作る 

心臓病を持つ子の親が集まり、仲間作り 

手遊び、絵本の読み聞かせの他、製作活動、遠足、おかいものごっこ、運動会、季節のイベ

ントに因んだもの（ハロウィンやクリスマス）等、保育園等で経験するようなこと 

児童館を活動場所として、児童クラブの小学生、乳幼児との遊び。子育て中のひとの支援。 

主にリトミック、コーチング講座、アロマクリーム作り 

未就園児とその保護者を対象とした親子で交流する場の提供です。 

育児サークル、子育てサークル 

食を通じた居場所作り（地域のふれあい食堂） 

子育て中の親子を中心にヨガとか手芸 絵本読み聞かせ  野菜や花など 子育ての悩みなど

はなしあっています。 

子育ての合間に子どもゆったりと心地よい音楽が聴きたいな。そんなお母さんとお子さん

を対象に、童謡や日本歌曲を気持ち良いアレンジで体を動かしながら歌い、手遊びやリト

ミックの要素も取り入れながら演奏します。 

学習サポート、食育、発達活動など 

子どもの居場所 

子育て中ママやこどもの居場所づくり 手しごとを通して仲間づくり 

孤食の解消と地域コミュニティの活性化のための子ども食堂 

育児サークル。児童館で集まったり季節ごとのイベントをコミュニティセンターで行って

います。 

児童センターの行事の手伝い 

プレーパーク。0歳から100歳まで、障害の有無を問わず、誰もが自由に過ごせる居場所づ

くりを地域の方と共に行っています。 

川平地域の乳幼児の親子を対象に「かわだいラッコ」と称して交流活動を行っている。 

転勤や移住で仙台に来た子育て中のママの居場所になれればという思いを込めて、転勤マ

マ達が企画・運営している育児サークルです。 

子育てサロンの運営 

月1回市民センターでの子育てサロン開催 

児童センターと協力して主に子育て中のお母さんの支援と、児童センターイベントの補助 

児童センターのお手伝い 

地域の小学生の見守りと児童館との共催でいろいろな行事を行っている 

児童センターの行事のお手伝いが主で 児童センターと協力して 仙台市からの助成金を

使って企画したりして そのお手伝いをしている 

団体主催の演劇公演、市民向け演劇ワークショップの開催 

こども食堂 

発達障害、グレーゾーンの子を持つ親への相談 
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妊婦さんの思い出づくり （マタニティペイント）、親子向けアートイベントの開催 （工作や

絵画制作など） 

地域食堂の運営 

子ども食堂、食料支援、食育イベント 

0〜3才のお子さんがいる子育て中の親子で集まり、季節の遊びや情報交換を行っています。 

みてみてこの本おもしろいよ 

自然保護活動 

仙台市を中心に乳幼児から出来るスキンタッチという、はりきゅうをベースとした健康増

進法をパパさん、ママさんに教室を開いてスキンタッチを学んでいただき各家庭で実施し

て貰う。またはりきゅうの広報普及の一助になれればと考えている 

親子で手遊びや歌を歌い親子のコミュニケーションを楽しみ異年齢の親子で集まり育児を

一緒に楽しんでいく。 

子育て支援活動団体として、子供たちに音楽の楽しさを届ける活動をしています。 

１８歳までの人からの電話・チャットでの相談受付、社会的養護のもとの子ども・若者の

学習支援やアフターケアとしての生活援助等 

・週１回自宅を開放し文庫活動・月３回程度児童館にて本の紹介、わらべうた ・年１度

５日間位東日本大震災の体験をお話しさせて頂いてます。（小学校で） 
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（８） 今後取り組みたい活動内容（自由回答） 

【Ａの団体】 

問23 今後取り組んでみたい活動について具体的な内容を教えてください。 

【Ｂの団体】 

問35 今後、どんな活動に取り組みたいですか？ 具体的な内容を教えてください。 

※原文のまま掲載（斜体部分は財団補記） 

不登校、ＰＴＡ関係の支援、講演も行っていきたい 

校内居場所カフェ 

ふれあいサロンの定期的開催。各地区への訪問 

男性の家事・育児スキル向上に関する取り組みなど 

困難を抱えた子どもと親御さんそれぞれの自立までの包括的支援 

若者の社会参加の支援など貧困の連鎖をなくすための活動 

不登校の方の居場所つくり 

地域との交流 

食育 

ゆりかごから墓場まで 

お年寄りと子どもとが一緒に行う活動。クッキングや制作活動など 

地域とともに子育てができるように取り組んでいきたい 

ヤングケアラー 障害者雇用 

地域の方々とこどもたちとの社会貢献活動 

家庭教育普及及び地域連携支援 

社会福祉協議会等の事業の受託 

児童館の指定管理をひきつづき 

子ども食堂など 

子ども食堂 

これまでに関わった方々との継続した関わり。内容は年代に応じて。 

野外活動、フリースクール、こども食堂 

小学生低学年を対象にアナログゲーム体験 

世代を超えた交流 

相談業務 

世代や国籍をこえた交流居場所づくり サポート 

学習支援の充実 

学習支援 

乳幼児やその親のケア 

障害児の保育。地域に開かれたカフェの併設。 

子どもの居場所づくりと食堂でのご飯の提供 

地域共生社会活動 

高校卒業後の若者支援 
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英語のイベント 

施設終了者のシェアハウス・カフェ設立とヤングケアラー支援  

若者の居場所作り 

キャリア教育・ワークショップ 

子どもたちの体験の幅を広げられる活動、相談活動 

関係機関と連携した、仙台市若年者就労支援の成功事例を、仙台モデルとして構築し、東

北他地域に活かしていきたい。 

若年者就労支援、引きこもり支援、居場所 （オンライン、オフライン）、メンタルヘルス教

育ツール開発、刑務所少年院等出所者支援 

子ども・若者の自死予防の強化と虐待防止の推進 

父親の集まる会を定期開催していきたい。 

子育て支援・子ども食堂 

子ども食堂 

保育・療育の力をあげていきたい 

業種に捉われず、地域の方の笑顔に寄与する活動 

・同じ境遇にある「きょうだい」どおしの交流の場、ピアサポート ・親子参加型イベン

ト、親御さん向け交流・学習会  ・パートナー （ボランティア）勉強会  ・しょうがい者へ

の理解を深める啓発活動 ほか 

障害のある人、ない人が共に活動する機会を増やしていきたい。 

親の支援 

家庭の養育力低下をフォローできる親向け講座や、子どもの権利、子どもアドボカシーな

ど権利や子どもの生活周りの課題解決などについての情報交換 

相談支援 

作業所運営と親亡き後の生活施設づくり 

就労支援 

2024年の新規事業目標は以下の2つです。１．災害時避難施設「にげみず」づくり２．視覚

障碍児・者の多機能型施設「ふうせんかずら」づくり 

子育て支援団体の繋がりを増やす 

一時保育事業、休日保育事業、ホームスタート 

三世代交流 

子どもたちへの傾聴の普及により、いじめ防止につなげたい 

ライフステージに沿った居場所の創出 

イベントや、プロチームを作り街の活性化、夢や希望を与えていきたい 

学校に行かない子どもの居場所づくり 

現状の活動を継続し、住み良い環境や胸像出来る自然豊かな地域 

子どもにとって大事な幼児期のお子さんとお母さん、お父さんと交流の場を設けて生活の

楽しさや関わり方などを語り合いたいと思っています。 

児童福祉法など、福祉制度の狭間で支援が届いていない子ども・若者の支援 
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海外との交流 

遊具点検の安全点検、子育てコンサート、人形劇他 

ＤＶ支援、貧困家庭支援、不登校支援、ひとり親支援 

子ども・若者・大人という世代間交流と地域 （まち）間交流をミックスした上で、ノーマラ

イゼーション的要素を加えた活動。 

親子のみならず高齢者や若者を含めた世代を越えた人々の歌あそび交流の場の創造 

一番町の事業所を開放し、月に２日程度行っている「Ａｉオープンスタジオ」で、地域食堂

のような取り組みも行い、こどもや外国人、障害者など含めた多様な人が芸術文化で交流

する場をさらに多様化させていきたいと考えています。 

行政・地域の諸団体と一緒に取り組むイベント・おまつり 

仙台市はじめ、教育機関で行われている食育事業は農水産業事業者、食品メーカー、料理

研究家などによる食育基本法の三本柱の一つ目の柱である「選食能力…」にしか対応して

おらず、二本目の「躾、食卓を整え…」の日本文化継承のあたりが大変おろそかになってい

る。輪島等、被災した伝統的工芸品はもちろん、東北の職人からも存続の危機が最近特に

話題に上がっており、このままでは社会問題となりかねない現状がありました。一汁三菜

やおはしの持ち方をはじめとする、しつけは小学校３年生までが、リミットと言われ、子

育て世代への啓蒙がカギと言われます。次世代に、物の本質、伝統をオシャレに楽しく分

かりやすくお伝え出来るのが我々の得意とするところでありましたが、全国的にテーブル

コーディネートの認知度が低い東北では、贅沢な世界と誤解され、当団体レベルの発信で

は卓育が受け入れられず、子供達にも社会にももったない現状がありました。よって、教

育機関の食育事業のカリキュラム等に盛り込んもらったり、テーブルウェアの催事や行政

イベントなどでのステージ、ブース等発信の機会を頂けましたら幸いです。 

子ども映画上映会 

繁華街での子ども若者を対象とした居場所 

災害支援。子ども食堂・学習支援 

年齢が65を過ぎたシッターが こども病院等で 保護者に代わり 身の回りのお世話がで

きるシステムを作っていきたい 大学生を対象に有償ボランティアとして イベント等の

集団託児で仕事を発生させて 安定した働き口を提供したい 発達障がいの子どもを抱え

る保護者に対してのサポート  

陥没しているリタイヤ世代を巻き込んだ社会貢献活動 

放課後支援 

地域課題解決に若者が参画できる環境づくり 

地域の若者をリーダー育成と共に、トッププレイヤーの育成。生活困窮者への食事支援。

安心安全な居場所、遊び場作り。 

新たな活動は行わず、現在の活動を粛々と継続していく。 

お茶を教えてくださる方から、お茶会をかいさいできないかと連絡を頂いている。文化を

伝えるためにもどうにか開催できないかなと考えている。 

学校や親の会との連携 
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育児中の方へ、相談など直接支援を行うこと（人手不足でコロナ後再開できていない） 

市民活動促進や市民協働社会にむけた政策提言 

子育て支援の事業 

現状維持が精いっぱい 

子育て支援セミナー 

幅広い世代の人材育成 

仙台市の公園の受動喫煙防止条例を作る 

初心者でも出来るラインダンスで健康増進、あらゆる世代との交流の場として活用したい 

書道パフォーマンス 

早産児・早産に対する偏見や間違った理解や社会をよくする活動およびご家族が安心して

過ごせるような取り組み 

川崎の木で作る健康にも地球環境にも優しい家づくりを次世代へと繋ぐ 

子育て支援センターでの片付け講座、小学生の家庭科出前授業（５年整理整とん） 

離乳食からの食の美味しさ、楽しさをパパママお子さんに楽しいパフォーマンスを通して

伝える活動 

今は乳幼児が参加しているが、小学生も多く参加してもらえるよう開催したい。地域に異

年齢集団で関わりができる居場所になりたい。小学生イベントを計画中。 

自然農などを学ぶための機会を増やすとともに家族も一体となった活動を進める（食育を

意識した「○○づくり」などのイベントを増やす。 

地域への広がり （支援求めている方々に届いていない）活動の時間の制限があるためゆ

ったり出来る時間の確保 地域の皆が第３の居場所になれる場を目指している 

現状を継続していきたい 

国の助成金だけで開催しているので、期間が限られる。食とは毎日のこと。１年を通して

開催できる助成金の申請方法にして欲しい。現在は申し込みできるものにはなるべく申請

してますが、７～１月と３月の助成金でしか開催出来ていない。企業でも個人でも直接の

寄付金があれば開催数が少なくなっても定期的に開催ができるので、繋がりが欲しい。 

親のための金融の勉強 

今迄12回開催しているが、大変好評なので継続実施していく。活動としては、初回から①

学びの時間 （ミニ演奏会、講演、講話等）②美味しい時間 （手作り食事の提供）③楽しい時

間（各種ゲーム、お絵かきなど）と３部構成で行っている。 

学校や施設などで、子どもたちや子育て世代のための無料のコンサート公演を行っていこ

うと企画しております 

太白区の自主育児サークルの体験会を今年度も企画している。 

親子、とくに障がいがあるお子さんの親子も安心して通える場の提供 

他サークルとの交流 

自然の中で遊ぶ キャンプ 

講師の方をお呼びして、ベビーマッサージやパン作り、お菓子作りなどに取り組みたい。 

リトミック。音楽に触れながら、親子で楽しむ。 
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活動を始めてから10年たって会員との関係や活動が定着して来たと感じている。新しい活

動よりもこのままの活動を長く続けていきたいと思っている。 

これまで通りを維持していきたい 

今は現在の活動を継続することが優先 

地域での子育てのサポート 学校開門前の児童のさぽーと 

より多くのお母さんとお子さんに心地よい時間を届けて行きたい。 

現状継続 

現在の活動を長く継続し地域に根づかせたい 

子育て中ママや子どもたちがものづくりを通して、楽しい時間を過ごし、友達づくりのき

っかけとなる活動。居場所づくり 

上記を継続 

※上記では「育児サークル。児童館で集まったり季節ごとのイベントをコミュニティセン

ターで行っています。」と記載。 

今年度、区の公園課担当者が変わり、制約が増え、活動しにくくなりましたが、要請に応じ

つつ様子を見ながら継続し、考えていきたいと思っています。 

子育て世代の相談、幼児安全の方法などのセミナー 

現在の活動でいいと思う 加茂中学生 （科学部）に紙ひこうきの作り方 （よく飛ぶとか）を

教えてもらい 紙ひこうき飛ばしのようなものをやりたい 

市民センターでイベントや幼稚園などの未就園児クラスのイベントをより増やしていきた

い 

現在の活動を継続と児童館の行事の協力 

転勤族ママと移住者で運営しているサークルの為、毎年代表も替わる予定ですし、異動の

関係で出入りもあるので、サークル全体の人数もその年によって様々な状態です。今現在

はＳＮＳを利用しておりませんので、今後は活用していくことも検討していければと思っ

ております。ＳＮＳを活用できれば、メンバー募集案内や活動報告等載せることができる

とは思いますが、そのＳＮＳの運用方法も担当者が毎年替わる可能性もある為、なかなか

踏み切れずにいるのが現状です。 

これまで通りの活動 

イベント協力 

東京事務局は、「ミュージアム・アクセス・センター設立事業」で通称「みんなでミュージ

アム」。３年目 （令和５年度）から、国の補助・助成金がなくなったあとの自走を意識した

思考および提案力を問い、活動してきたが、この視点は今年度も重要である。また、港区に

事務所を移し一年がたつが、組織戦略上、アトリエ事業の基盤強化 （港区助成金への申請）、

地域の大学との連携 （ボランティア）、港区行政への政策提言 （劇場・音楽堂、ミュージア

ム等）に徐々に取り組んでいく。東北事務局は、福祉・文化・教育・経済分野を横断した中

間支援組織の活動が加速し、求められる仕事も増加しつづけている。スタッフ体制の強化、

外部専門家とのパートナーシップ制度を検討していく必要がある。 

地域の小学生が、楽しめる活動（家庭であまりやらなくなった小正月行事など） 
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子ども向けの演劇ワークショップ 

このまま、継続した活動 

今の活動の認知度を上げ、楽しさをたくさんの人に伝えたい 

引き続き発達障害支援 

活動の継続 

変わらず地道に参加者が無理なくボランティア活動をする 

行政と連携して各保育所や市の施設の託児所等で定期的にスキンタッチの教室を開いて子

育て支援をコンスタントに行えるようにしたい。それと同時にはりきゅうが身近な存在で

あることが認知されるようになってくれればと思っている。 

医ケアの子どもや兄弟家族に支援 

仙台市の育児環境の底上げ 

誰もが楽しく鑑賞できることのできる舞台「おはなしクラシック～どなたでもコンサート」

を定期開催しています。特に子供たちに多く鑑賞してもらいたい思いから、子供は無料の

催事としています。また、０歳から鑑賞できる機会設定、泣いたり声を出したりしても大

丈夫な雰囲気作り、子供でも飽きにくい内容構成を重視する等の工夫を行い、乳幼児期か

ら気軽にクラシックに親しむ環境作りに注力しています。引き続き、「おはなしクラシック

～どなたでもコンサート」を継続開催しつつ、他の子育て支援団体と協働し、ロビーでの

マルシェ同時開催や、ワークショップ開催等を通じて、多くの子育て世代が楽しめるイベ

ントを開催してみたいと思っています。 

・医療的ケア児の通園支援 （看護師の派遣など）  ・医療的ケア児の入院中の支援 （入院中

も児童発達支援に行ける） ・医療的ケア児の在宅訪問の拡充（レスパイト目的） 

→現在子育て家庭は、理由を問わず保育園の一時預かりや誰でも通園制度が利用できる。

一方、医療的ケア児や重度心身障害児は利用のハードルが高い。24時間でケアにあたる医

療的ケア児家庭こそ、レスパイト目的での在宅訪問などをしたい。あるいは、看護師を派

遣するなどで「こども誰でも通園制度」利用の支援をしてみたい。  

・青空こども食堂、移動型こども食堂 

→今は保育園という場所が特に低年齢児のこども食堂に向いていると感じ、継続している

が、保育園から飛び出してキッチンカーなどで必要な場所で出向くこともしてみたい。 

現在、コロナを経た上、出産後かなり早い段階で保育園また幼稚園に入園する親子が多く

なったことから、育児サークルメンバーが激減し、運営が困難になった育児サークルが増

えた。そこで、３年前から太白区育児サークル応援隊たい子さんがその様な状況の育児サ

ークルを預り、代理で会の運営を担っていた。今年度は、このとんとんの会のみではある

が、 （他のサークルは、自主運営にこぎ着けた）自主運営が出来る様になるために、サーク

ル体験会や他のサークルとの合同イベント等を考えている。 

小学校の朝の開門待ちの児童に文庫を開放したい。 

不登校生徒などの居場所作り、体験スクール 

無理なくママと子どもの息抜きの場作りを継続できたらと思います。 
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（９） 活動上の課題（当てはまるもの全て/主たる課題） 

【Ａの団体】 

問24 活動のうえで抱えている課題はありますか？  

【Ｂの団体】 

問33 活動のなかで、抱えている課題やお困りごとはありますか？  

  

48.0

43.0

26.0

23.8

18.8

15.7

9.4

9.4

9.4

9.4

4.9

4.9

6.3

9.0

1.3

1.3

複数回答 n=223

（単位：％）

事業費や管理費などの資金確保が難しい

事業や組織運営に携わる人材が不足している

自団体の活動を効果的に広報・PRできていない

活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）

を確保することが難しい

参加する市民や利用者がなかなか集まらない

事業承継に不安を抱えている

自団体の活動について周囲の理解が十分ではない

職員やスタッフの資質向上のための取組が十分に

できていない

組織運営や事務の面で不安を抱えている（知識・

ノウハウの不足など）

組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を

見出せない

課題解決に向けた具体策が思い浮かばない

外部の研修に参加する/させる機会を持つことが

できていない

その他

特になし

分からない

回答なし

▶ 活動上の課題 （当てはまるもの全て）について、回答団体全体をみると、「事業費や管

理費などの資金確保が難しい」が48.0％と最も多く、次いで「事業や組織運営に携わ

る人材が不足している」が43.0％、「自団体の活動を効果的に広報・PRできていない」

が26.0％となっている。 

▶ 「その他」の内容として、コロナ禍に伴う活動制限の影響や感染症への不安、行政と

の連携が難しい、人件費や諸経費の高騰、離職が多い、などが挙げられている。 



      Ⅳ 調査結果  

64 

 

【法人格別 活動上の課題（当てはまるもの全て）】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

課

題

解

決

に

向

け

た
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体

策
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い
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い
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や
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に

携

わ

る

人

材

が
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足

し

て

い

る

事

業

費

や

管

理

費

な

ど

の

資

金

確

保

が

難

し

い

活

動

の

ス

ペ

ー

ス

（

実

際

に

活

動

を

行

な

う

た

め

の

場

所

）

を

確

保

す

る

こ

と

が

難

し

い

参

加

す

る

市

民

や

利

用

者

が

な

か

な

か

集

ま

ら

な

い

自

団

体

の

活

動

に

つ

い

て

周

囲

の

理

解

が

十

分

で

は

な

い

自

団

体

の

活

動

を

効

果

的

に

広

報

・

P

R

で

き

て

い

な

い

職

員

や

ス

タ

ッ

フ

の

資

質

向

上

の

た

め

の

取

組

が

十

分

に

で

き

て

い

な

い

223 11 96 107 53 42 21 58 21

100.0 4.9 43.0 48.0 23.8 18.8 9.4 26.0 9.4

14 1 7 8 2 2 2 2 3

100.0 7.1 50.0 57.1 14.3 14.3 14.3 14.3 21.4

95 3 52 53 19 19 3 21 9

100.0 3.2 54.7 55.8 20.0 20.0 3.2 22.1 9.5

11 - 4 7 3 2 1 3 -

100.0 - 36.4 63.6 27.3 18.2 9.1 27.3 -

1 - 1 1 - - - - 1

100.0 - 100.0 100.0 - - - - 100.0

1 - 1 - - 1 1 1 -

100.0 - 100.0 - - 100.0 100.0 100.0 -

8 - 2 2 2 - - 1 1

100.0 - 25.0 25.0 25.0 - - 12.5 12.5

1 - 1 - - 1 1 1 -

100.0 - 100.0 - - 100.0 100.0 100.0 -

65 6 18 27 19 8 9 22 4

100.0 9.2 27.7 41.5 29.2 12.3 13.8 33.8 6.2

25 1 9 8 8 7 3 6 3

100.0 4.0 36.0 32.0 32.0 28.0 12.0 24.0 12.0

2 - 1 1 - 2 1 1 -

100.0 - 50.0 50.0 - 100.0 50.0 50.0 -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格

 

 

 

 

  



      Ⅳ 調査結果  

65 

 

 

 

外

部

の

研

修

に

参

加

す

る

/

さ

せ

る

機

会

を

持

つ

こ

と

が

で

き

て

い

な

い

組

織

運

営

や

事

務

の

面

で

不

安

を

抱

え

て

い

る

（

知

識

・

ノ

ウ

ハ

ウ

の

不

足

な

ど

）

組

織

・

事

業

運

営

の

中

長

期

的

な

ビ

ジ

ョ

ン

・

戦

略

を

見

出

せ

な

い

事

業

承

継

に

不

安

を

抱

え

て

い

る

そ

の

他

特

に

な

し

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

11 21 21 35 14 20 3 3

4.9 9.4 9.4 15.7 6.3 9.0 1.3 1.3

- 2 1 1 1 1 - -

- 14.3 7.1 7.1 7.1 7.1 - -

3 11 11 19 5 6 1 2

3.2 11.6 11.6 20.0 5.3 6.3 1.1 2.1

1 2 3 1 3 - - -

9.1 18.2 27.3 9.1 27.3 - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- 1 - 1 - 2 2 -

- 12.5 - 12.5 - 25.0 25.0 -

- - 1 - - - - -

- - 100.0 - - - - -

6 4 4 11 4 6 - 1

9.2 6.2 6.2 16.9 6.2 9.2 - 1.5

1 1 1 1 1 5 - -

4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 20.0 - -

- - - 1 - - - -

- - - 50.0 - - - -  
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【Ａの団体】 

問24 活動のうえで抱えている課題はありますか？  

 

 

  

52.1

47.9

23.3

20.9

17.2

15.3

11.7

11.0

11.0

8.0

3.1

3.1

7.4

7.4

1.8

1.8

複数回答 n=163

（単位：％）

事業費や管理費などの資金確保が難しい

事業や組織運営に携わる人材が不足している

自団体の活動を効果的に広報・PRできていない

活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）

を確保することが難しい

参加する市民や利用者がなかなか集まらない

事業承継に不安を抱えている

組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を

見出せない

職員やスタッフの資質向上のための取組が十分に

できていない

組織運営や事務の面で不安を抱えている（知識・

ノウハウの不足など）

自団体の活動について周囲の理解が十分ではない

課題解決に向けた具体策が思い浮かばない

外部の研修に参加する/させる機会を持つことが

できていない

その他

特になし

分からない

回答なし

▶ 活動上の課題 （当てはまるもの全て）について、Ａの団体を見ると、「事業費や管理費

などの資金確保が難しい」が52.1％と最も多く、次いで「事業や組織運営に携わる人

材が不足している」が47.9％、「自団体の活動を効果的に広報・PRできていない」が

23.3％となっている。 
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【Ｂの団体】 

問33 活動のなかで、抱えている課題やお困りごとはありますか？ 

 

 

  

36.7

33.3

31.7

30.0

23.3

16.7

13.3

10.0

10.0

5.0

5.0

3.3

3.3

13.3

複数回答 n=60

（単位：％）

事業費や管理費などの資金確保が難しい

自団体の活動を効果的に広報・PRできていない

活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）

を確保することが難しい

事業や組織運営に携わる人材が不足している

参加する市民や利用者がなかなか集まらない

事業承継に不安を抱えている

自団体の活動について周囲の理解が十分ではない

課題解決に向けた具体策が思い浮かばない

外部の研修に参加する/させる機会を持つことが

できていない

職員やスタッフの資質向上のための取組が十分に

できていない

組織運営や事務の面で不安を抱えている（知識・

ノウハウの不足など）

組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を

見出せない

その他

特になし

▶ 活動上の課題 （当てはまるもの全て）について、Ｂの団体を見ると、「事業費や管理費

などの資金確保が難しい」が36.7％と最も多く、次いで「自団体の活動を効果的に広

報・PRできていない」が33.3％、 「活動のスペース （実際に活動を行うための場所）を

確保することが難しい」が31.7％となっている。 
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（９）-２ 主たる課題 

【Ａの団体】 

問25 前問で選んでいただいた選択肢のうち、最も大きな課題はどれですか？  

【Ｂの団体】 

問34 前問で選んでいただいた選択肢のうち、最も大きな課題やお困りごとはどれですか？  

 

（n=223） 

主たる課題 （％）
事業費や管理費などの資金確保が難しい 29.6
事業や組織運営に携わる人材が不足している 17.5
活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）を確保することが難しい 8.1
参加する市民や利用者がなかなか集まらない 6.7
自団体の活動を効果的に広報・PRできていない 5.4
事業承継に不安を抱えている 4.0
組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を見出せない 2.7
自団体の活動について周囲の理解が十分ではない 2.2
職員やスタッフの資質向上のための取組が十分にできていない 1.8
課題解決に向けた具体策が思い浮かばない 1.3
組織運営や事務の面で不安を抱えている（知識・ノウハウの不足など） 1.3
その他 4.0
特になし 4.0
分からない 0.9
回答なし 10.3  

 

 

 

 

  

▶ 主たる課題について、回答団体全体を見ると、「事業費や管理費などの資金確保が難し

い」が29.6％と最も多く、次いで「事業や組織運営に携わる人材が不足している」が

17.5％となっている。 
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【法人格別 主たる課題】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

課

題

解

決

に

向
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体

策
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思
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浮
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い
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携
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が
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（
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に
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所

）

を

確

保
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る

こ

と

が

難

し

い

参

加

す

る

市

民

や

利

用

者

が

な

か
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か

集
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ら

な

い

自

団

体

の

活

動

に

つ

い

て

周

囲
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理

解

が

十

分

で

は

な

い

自

団

体

の

活

動

を

効
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的

に

広

報

・

P
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き
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員
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資
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向
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分

に

で

き
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な

い

223 3 39 66 18 15 5 12 4

100.0 1.3 17.5 29.6 8.1 6.7 2.2 5.4 1.8

14 - 5 6 - - - - -

100.0 - 35.7 42.9 - - - - -

95 1 21 31 5 4 1 4 2

100.0 1.1 22.1 32.6 5.3 4.2 1.1 4.2 2.1

11 - - 7 2 - - - -

100.0 - - 63.6 18.2 - - - -

1 - 1 - - - - - -

100.0 - 100.0 - - - - - -

1 - - - - 1 - - -

100.0 - - - - 100.0 - - -

8 - 1 - 2 - - - 1

100.0 - 12.5 - 25.0 - - - 12.5

1 - 1 - - - - - -

100.0 - 100.0 - - - - - -

65 1 7 20 7 4 3 6 -

100.0 1.5 10.8 30.8 10.8 6.2 4.6 9.2 -

25 1 3 2 2 4 1 2 1

100.0 4.0 12.0 8.0 8.0 16.0 4.0 8.0 4.0

2 - - - - 2 - - -

100.0 - - - - 100.0 - - -

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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組
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を
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い
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そ

の

他

特

に
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し

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

3 6 9 9 9 2 23

1.3 2.7 4.0 4.0 4.0 0.9 10.3

- 1 1 - 1 - -

- 7.1 7.1 - 7.1 - -

2 3 5 3 3 - 10

2.1 3.2 5.3 3.2 3.2 - 10.5

- - - 2 - - -

- - - 18.2 - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - 1 2 1

- - - - 12.5 25.0 12.5

- - - - - - -

- - - - - - -

1 1 3 4 1 - 7

1.5 1.5 4.6 6.2 1.5 - 10.8

- 1 - - 3 - 5

- 4.0 - - 12.0 - 20.0

- - - - - - -

- - - - - - -  
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【Ａの団体】 

問25 前問で選んでいただいた選択肢のうち、最も大きな課題はどれですか？ 

 

（n=163） 

主たる課題 （％）
事業費や管理費などの資金確保が難しい 33.1
事業や組織運営に携わる人材が不足している 20.2
活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）を確保することが難しい 6.1
参加する市民や利用者がなかなか集まらない 4.3
自団体の活動を効果的に広報・PRできていない 3.7
組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を見出せない 3.1
事業承継に不安を抱えている 3.1
職員やスタッフの資質向上のための取組が十分にできていない 2.5
組織運営や事務の面で不安を抱えている（知識・ノウハウの不足など） 1.8
課題解決に向けた具体策が思い浮かばない 1.2
自団体の活動について周囲の理解が十分ではない 1.2
その他 4.3
特になし 4.3
分からない 1.2
回答なし 9.8  

 

  

▶ 主たる課題について、Ａの団体を見ると、「事業費や管理費などの資金確保が難しい」

が33.1％と最も多く、次いで 「事業や組織運営に携わる人材が不足している」が20.2％

となっている。 
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【Ｂの団体】 

問34 前問で選んでいただいた選択肢のうち、最も大きな課題やお困りごとはどれですか？ 

 

（n=60） 

主たる課題 （％）
事業費や管理費などの資金確保が難しい 20.0
活動のスペース（実際に活動を行なうための場所）を確保することが難しい 13.3
参加する市民や利用者がなかなか集まらない 13.3
事業や組織運営に携わる人材が不足している 10.0
自団体の活動を効果的に広報・PRできていない 10.0
事業承継に不安を抱えている 6.7
自団体の活動について周囲の理解が十分ではない 5.0
課題解決に向けた具体策が思い浮かばない 1.7
組織・事業運営の中長期的なビジョン・戦略を見出せない 1.7
その他 3.3
特になし 3.3
回答なし 11.7  

 

  

▶ 主たる課題について、Ｂの団体を見ると、「事業費や管理費などの資金確保が難しい」

が 20.0％と最も多く、次いで「活動のスペース（実際に活動を行うための場所）を確

保することが難しい」 「参加する市民や利用者がなかなか集まらない」が 13.3％となっ

ている。 
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（１）これまでに連携の実績があった関係機関等 

【Ａの団体】 

問26 これまでに連携して企画・事業に取り組んだことのある団体・関係機関を教えてくだ

さい。 

 

  

57.1

55.2

47.9

42.3

41.7

40.5

40.5

40.5

39.9

38.7

34.4

33.7

26.4

20.9

7.4

4.9

0.6

1.2

複数回答 n=163

（単位：％）

地域団体

行政

小学校

こども・子育て支援を主たる活動とする団体

企業

保育園・幼稚園・認定こども園

専門学校・短大・大学

社会福祉協議会

市民センター・公民館

児童館・児童センター

中学校

高校

医療機関

主たる活動とは別にこども・子育て支援に

取り組む団体

その他

特にいない

分からない

回答なし

２.連携・協働について 

▶ これまでに連携の実績があった関係機関等については、「地域団体」が57.1％と最も多

く、次いで「行政」が55.2％、「小学校」が47.9％となっている。 

▶ 回答のあった163団体のうち、「特にいない」、「分からない」及び「回答なし」を除い

た、９割以上を占める152団体がいずれかの関係機関等との連携の実績を有している。 

▶ 「その他」の内容として、弁護士、大学教授、スクールソーシャルワーカー、少年院、

ケアサービス事業者、などが挙げられている。 
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【法人格別 これまでに連携の実績があった関係機関等】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

保

育

園

・

幼

稚

園

・

認

定

こ

ど

も

園

小

学

校

中

学

校

高

校

専

門

学

校

・

短

大

・

大

学

児

童

館

・

児

童

セ

ン

タ

ー

市

民

セ

ン

タ

ー

・

公

民

館

地

域

団

体

163 66 78 56 55 66 63 65 93

100.0 40.5 47.9 34.4 33.7 40.5 38.7 39.9 57.1

14 6 6 9 5 7 7 4 9

100.0 42.9 42.9 64.3 35.7 50.0 50.0 28.6 64.3

90 37 44 30 34 34 28 33 52

100.0 41.1 48.9 33.3 37.8 37.8 31.1 36.7 57.8

11 4 4 5 6 7 3 8 7

100.0 36.4 36.4 45.5 54.5 63.6 27.3 72.7 63.6

1 - 1 1 1 1 1 1 1

100.0 - 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

1 1 1 - - - 1 1 -

100.0 100.0 100.0 - - - 100.0 100.0 -

8 3 4 2 1 2 2 1 3

100.0 37.5 50.0 25.0 12.5 25.0 25.0 12.5 37.5

1 - - - - - 1 - -

100.0 - - - - - 100.0 - -

17 7 8 1 2 5 12 13 12

100.0 41.2 47.1 5.9 11.8 29.4 70.6 76.5 70.6

19 8 10 8 6 9 7 4 9

100.0 42.1 52.6 42.1 31.6 47.4 36.8 21.1 47.4

1 - - - - 1 1 - -

100.0 - - - - 100.0 100.0 - -

任意団体

その他

分からない

公益社団法人

一般社団法人

全体

社会福祉法人

公益財団法人

学校法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

を

主

た

る

活

動

と

す

る

団

体

主

た

る

活

動

と

は

別

に

こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

に

取

り

組

む

団

体

社

会

福

祉

協

議

会

医

療

機

関

企

業

行

政

そ

の

他

特

に

い

な

い

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

69 34 66 43 68 90 12 8 1 2

42.3 20.9 40.5 26.4 41.7 55.2 7.4 4.9 0.6 1.2

9 2 7 8 7 8 1 - - -

64.3 14.3 50.0 57.1 50.0 57.1 7.1 - - -

36 15 35 22 36 51 10 4 - 1

40.0 16.7 38.9 24.4 40.0 56.7 11.1 4.4 - 1.1

4 4 4 3 8 10 - - - -

36.4 36.4 36.4 27.3 72.7 90.9 - - - -

1 1 1 - 1 1 - - - -

100.0 100.0 100.0 - 100.0 100.0 - - - -

1 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -

1 2 3 3 1 4 - 1 - -

12.5 25.0 37.5 37.5 12.5 50.0 - 12.5 - -

1 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -

8 5 9 2 7 8 - - - -

47.1 29.4 52.9 11.8 41.2 47.1 - - - -

8 5 7 5 8 8 1 3 1 1

42.1 26.3 36.8 26.3 42.1 42.1 5.3 15.8 5.3 5.3

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -   
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【主たる活動分野別 これまでに連携の実績があった関係機関等】 

（上段：件数 下段：％） 
全

体

保

育

園

・

幼

稚

園

・

認

定

こ

ど

も

園 小

学

校

中

学

校

高

校

専

門

学

校

・

短

大

・

大

学

児

童

館

・

児

童

セ

ン

タ

ー

市

民

セ

ン

タ

ー

・

公

民

館

163 66 78 56 55 66 63 65

100.0 40.5 47.9 34.4 33.7 40.5 38.7 39.9

2 1 1 - - 1 1 1

100.0 50.0 50.0 - - 50.0 50.0 50.0

1 - 1 1 1 1 - -

100.0 - 100.0 100.0 100.0 100.0 - -

5 2 - - - 1 3 2

100.0 40.0 - - - 20.0 60.0 40.0

2 1 1 1 1 1 2 2

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0

9 7 5 1 - 1 3 -

100.0 77.8 55.6 11.1 - 11.1 33.3 -

4 1 3 2 2 2 3 3

100.0 25.0 75.0 50.0 50.0 50.0 75.0 75.0

6 2 2 2 1 2 3 2

100.0 33.3 33.3 33.3 16.7 33.3 50.0 33.3

18 8 13 10 9 9 9 10

100.0 44.4 72.2 55.6 50.0 50.0 50.0 55.6

5 2 3 1 2 2 4 4

100.0 40.0 60.0 20.0 40.0 40.0 80.0 80.0

14 4 3 - 1 3 3 6

100.0 28.6 21.4 - 7.1 21.4 21.4 42.9

6 3 3 2 1 4 2 1

100.0 50.0 50.0 33.3 16.7 66.7 33.3 16.7

2 1 1 1 - - - 1

100.0 50.0 50.0 50.0 - - - 50.0

2 - - 1 2 2 - 1

100.0 - - 50.0 100.0 100.0 - 50.0

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

22 9 11 9 5 6 6 4

100.0 40.9 50.0 40.9 22.7 27.3 27.3 18.2

2 - - 1 2 2 - -

100.0 - - 50.0 100.0 100.0 - -

1 - 1 - 1 1 1 -

100.0 - 100.0 - 100.0 100.0 100.0 -

22 11 10 8 11 9 10 9

100.0 50.0 45.5 36.4 50.0 40.9 45.5 40.9

1 - - - - - - -

100.0 - - - - - - -

7 2 3 2 2 4 2 4

100.0 28.6 42.9 28.6 28.6 57.1 28.6 57.1

22 7 12 10 12 10 5 11

100.0 31.8 54.5 45.5 54.5 45.5 22.7 50.0

4 3 2 2 2 3 3 3

100.0 75.0 50.0 50.0 50.0 75.0 75.0 75.0

5 2 3 2 - 2 3 1

100.0 40.0 60.0 40.0 - 40.0 60.0 20.0

主

た

る

活

動

分

野

全体

更生保護・更生支援

世代を超えた交流・居場所づくり

防災・地域の見守り活動

DV・性被害を受けた子ども・若者の相

談・支援

障がい児（者）支援、医療ケア児の支援

（その親やきょうだいの支援も含む）

こども・若者の相談

若者の就労支援

不登校支援

学習支援

子育て相談・育児相談

子育てサロン・育児サークル

妊娠・出産・産後ケア

パパママ教室（プレパパ、プレママ含

む）

回答なし

分からない

その他

芸術文化を通じた体験・交流の場づくり

保育・一時預かり

こども食堂・地域のふれあいサロン

遊び場づくり

放課後支援

ひとり親支援

貧困家庭支援
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地

域

団

体

こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

を

主

た

る

活

動

と

す

る

団

体

主

た

る

活

動

と

は

別

に

こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

に

取

り

組

む

団

体

社

会

福

祉

協

議

会

医

療

機

関

企

業

行

政

そ

の

他

特

に

い

な

い

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

93 69 34 66 43 68 90 12 8 1 2

57.1 42.3 20.9 40.5 26.4 41.7 55.2 7.4 4.9 0.6 1.2

2 1 1 1 - 2 2 - - - -

100.0 50.0 50.0 50.0 - 100.0 100.0 - - - -

1 1 1 - 1 - 1 - - - -

100.0 100.0 100.0 - 100.0 - 100.0 - - - -

3 2 - 1 - - 1 - 1 - -

60.0 40.0 - 20.0 - - 20.0 - 20.0 - -

2 2 2 2 1 1 2 - - - -

100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 100.0 - - - -

2 1 1 1 1 2 2 - - - -

22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 22.2 22.2 - - - -

4 3 3 4 - 4 3 - - - -

100.0 75.0 75.0 100.0 - 100.0 75.0 - - - -

3 1 1 4 1 4 5 1 1 - -

50.0 16.7 16.7 66.7 16.7 66.7 83.3 16.7 16.7 - -

10 10 3 8 3 7 11 1 1 1 -

55.6 55.6 16.7 44.4 16.7 38.9 61.1 5.6 5.6 5.6 -

4 4 2 3 2 2 1 - - - -

80.0 80.0 40.0 60.0 40.0 40.0 20.0 - - - -

7 4 2 6 1 6 5 1 1 - 1

50.0 28.6 14.3 42.9 7.1 42.9 35.7 7.1 7.1 - 7.1

2 3 1 2 2 3 3 - - - -

33.3 50.0 16.7 33.3 33.3 50.0 50.0 - - - -

1 - - - 1 1 2 - - - -

50.0 - - - 50.0 50.0 100.0 - - - -

2 1 - 2 2 2 2 - - - -

100.0 50.0 - 100.0 100.0 100.0 100.0 - - - -

1 1 - 1 1 1 1 1 - - -

100.0 100.0 - 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - - -

10 6 4 6 9 3 11 3 2 - -

45.5 27.3 18.2 27.3 40.9 13.6 50.0 13.6 9.1 - -

1 1 - - 1 - 2 - - - -

50.0 50.0 - - 50.0 - 100.0 - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

14 9 4 9 5 9 12 2 - - -

63.6 40.9 18.2 40.9 22.7 40.9 54.5 9.1 - - -

- - - - - 1 1 - - - -

- - - - - 100.0 100.0 - - - -

4 4 1 2 1 3 3 - 1 - -

57.1 57.1 14.3 28.6 14.3 42.9 42.9 - 14.3 - -

14 9 6 7 7 13 14 3 1 - -

63.6 40.9 27.3 31.8 31.8 59.1 63.6 13.6 4.5 - -

3 2 1 4 2 2 4 - - - -

75.0 50.0 25.0 100.0 50.0 50.0 100.0 - - - -

3 4 1 3 2 2 2 - - - 1

60.0 80.0 20.0 60.0 40.0 40.0 40.0 - - - 20.0  
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（２）今後の連携を希望する関係機関等 

【Ａの団体】 

問27 今後一緒に企画・事業に取り組みたい、ほかの団体・関係機関はありますか？ 

【Ｂの団体】 

問36 今後一緒に企画・事業に取り組みたい、ほかの団体・関係機関はありますか？ 

 

  

33.6

29.6

27.4

25.6

25.1

25.1

24.7

21.5

20.6

20.6

17.0 

16.1

16.1

15.7

4.0 

11.2

6.3

6.3

複数回答 n=223

（単位：％）

こども・子育て支援を主たる活動とする団体

児童館・児童センター

企業

小学校

地域団体

保育園・幼稚園・認定こども園

市民センター・公民館

中学校

社会福祉協議会

専門学校・短大・大学

高校

医療機関

主たる活動とは別にこども・子育て支援に

取り組む団体

その他

行政

特にいない

分からない

回答なし

▶ 今後の連携を希望する関係機関等について、回答団体全体を見ると、「こども・子育て

支援を主たる活動とする団体」が33.6％と最も多く、次いで「「児童館・児童センター」

が29.6％、「企業」が27.4％となっている。 

▶ 「その他」の内容として、商工会や青年会議所などの経済団体、日本赤十字社、などが

挙げられている。 
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【法人格別 今後の連携を希望する関係機関等】 

（上段：件数 下段：％） 

全

体

保

育

園

・

幼

稚

園

・

認

定

こ

ど

も

園

小

学

校

中

学

校

高

校

専

門

学

校

・

短

大

・

大

学

児

童

館

・

児

童

セ

ン

タ

ー

市

民

セ

ン

タ

ー

・

公

民

館

地

域

団

体

223 55 57 46 36 38 66 48 56

100.0 24.7 25.6 20.6 16.1 17.0 29.6 21.5 25.1

14 1 3 3 3 2 3 1 1

100.0 7.1 21.4 21.4 21.4 14.3 21.4 7.1 7.1

95 16 24 21 17 17 16 12 30

100.0 16.8 25.3 22.1 17.9 17.9 16.8 12.6 31.6

11 2 4 3 2 1 3 1 1

100.0 18.2 36.4 27.3 18.2 9.1 27.3 9.1 9.1

1 - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - -

1 1 1 - - - 1 1 1

100.0 100.0 100.0 - - - 100.0 100.0 100.0

8 1 2 1 - - 2 1 -

100.0 12.5 25.0 12.5 - - 25.0 12.5 -

1 - - - 1 - - 1 1

100.0 - - - 100.0 - - 100.0 100.0

65 23 13 11 8 12 30 20 14

100.0 35.4 20.0 16.9 12.3 18.5 46.2 30.8 21.5

25 9 9 7 5 5 9 10 7

100.0 36.0 36.0 28.0 20.0 20.0 36.0 40.0 28.0

2 2 1 - - 1 2 1 1

100.0 100.0 50.0 - - 50.0 100.0 50.0 50.0

全体

分からない

その他

任意団体

学校法人

社会福祉法人

公益財団法人

公益社団法人

一般社団法人

特定非営利活動

法人（NPO法人）

認定NPO法人

法

人

格
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こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

を

主

た

る

活

動

と

す

る

団

体

主

た

る

活

動

と

は

別

に

こ

ど

も

・

子

育

て

支

援

に

取

り

組

む

団

体

社

会

福

祉

協

議

会

医

療

機

関

企

業

行

政

そ

の

他

特

に

い

な

い

分

か

ら

な

い

回

答

な

し

75 35 46 36 61 56 9 25 14 14

33.6 15.7 20.6 16.1 27.4 25.1 4.0 11.2 6.3 6.3

3 - 3 2 4 5 3 - 1 1

21.4 - 21.4 14.3 28.6 35.7 21.4 - 7.1 7.1

26 15 15 17 31 29 3 10 4 8

27.4 15.8 15.8 17.9 32.6 30.5 3.2 10.5 4.2 8.4

3 1 2 2 4 1 - 1 2 1

27.3 9.1 18.2 18.2 36.4 9.1 - 9.1 18.2 9.1

- - - - - - - - 1 -

- - - - - - - - 100.0 -

1 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -

2 - 1 1 1 2 - 1 3 1

25.0 - 12.5 12.5 12.5 25.0 - 12.5 37.5 12.5

1 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -

26 14 16 7 12 12 2 8 3 3

40.0 21.5 24.6 10.8 18.5 18.5 3.1 12.3 4.6 4.6

11 5 9 7 9 7 1 5 - -

44.0 20.0 36.0 28.0 36.0 28.0 4.0 20.0 - -

2 - - - - - - - - -

100.0 - - - - - - - - -  
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【Ａの団体】 

問27 今後一緒に企画・事業に取り組みたい、ほかの団体・関係機関はありますか？ 

 

 

 

31.3

28.8

27.6

24.5

24.5

20.9

20.9

18.4

17.8

17.8

17.8

17.8

14.7

12.3

4.3

10.4

6.7

8.6

複数回答 n=163

（単位：％）

企業

こども・子育て支援を主たる活動とする団体

行政

小学校

地域団体

中学校

児童館・児童センター

社会福祉協議会

保育園・幼稚園・認定こども園

高校

専門学校・短大・大学

医療機関

市民センター・公民館

主たる活動とは別にこども・子育て支援に

取り組む団体

その他

特にいない

分からない

回答なし

▶ 今後の連携を希望する関係機関等について、Ａの団体をみると、「企業」が31.3％と最

も多く、次いで「「こども・子育て支援を主たる活動とする団体」が28.8％、「「行政」が

27.6％となっている。 


